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５ 英 語

１ 編集の具体的方針

特別支援学校点字用中学部英語科で使用する教科書は，文部科学省検定済教科書の一

つである「 （東京書籍）を原典とし，点字を触読するNEW HORIZON English Course」
生徒の学習場面を配慮して編集したものである。そのため，教科書の内容は原典にほぼ

忠実に点訳したが，絵などを用いた「基本練習」などでは，生徒に理解しやすい形式に

WORD改めた。また，イタリック体やゴシック体などの字体の変更は，語句，基本文，

の中では省略し，生徒が触読しやすいようにしたので，指導に当たっては，必要LIST
に応じて適切な配慮をすることが大切である。表紙裏などの付録の配列順序や，各課の

内容の割り付け順序などは，点字触読の観点から多少変更してあるが，主な内容の提示

順序は，原典と同じである。

，「 」 ， 「 」（「 」 。），また 資料編 は 第１巻が 英語点字の入門 英語点字略字の解説 を含む

第２巻が「英語の基本的知識 ，第３巻が「英会話のための用例と単語 ，第４・５・」 」

６巻は「英和単語集」で構成されている。資料編の内容については，文科省のホームペ

ージで詳細をご覧頂きたい。

日本文の点字表記の規則については，日本点字委員会編集・発行の「日本点字表記法

２００１年版」の本則に従っている。英語の点字表記については，アメリカの国会図書

館が発行している“ ”( ) によるとともに，English Braille American Edition revised 2002
発音記号については 式の記号を点字表記したものを使用した。Daniel Jones

２ 編集の具体的内容

( ) 各巻の分け方1
第１学年＝全４巻，第２学年＝全４巻，第３学年＝全６巻とした。

１－１，２及び３ この段階では英語点字略字は使用しなかった。

One-cell Whole-word２－１ この巻から点字略字として１マスの短縮語(

)― などのように単語全体を１マスの記号で表しContractions but, can, and, child, this
たもの３４個を使用した。 の短縮語及び は意味の続き具合にand, for, of, the, with a
関係なくマスを続けて書くことができるが，この巻からこの原則を取り入れた。

２－２ この巻から２マスの短縮語( )― なInitial-letter Contractions day, word, cannot
どのように単語全体を前置点と頭文字などを組み合わせた２マスの記号で表したもの

３３個を追加した。

One-cell Part-word Contractions and, ch, ble２－３ この巻から１マスの短縮語( )―

などのように単語の一部の綴り字を１マスの記号で表したもの１８個と，２マスの短

縮部( )― のように単語の語中や語Two-cell Final-letter Contractions -ound, -ment, -ation
尾の綴り字群を，前置点と組み合わせた２マスの記号で表すもの１４個を追加した。

３－１ この巻では省略語( )― などのような単語をAbbreviations about, above, could
一部の綴り字で表したもの４３個を表示し，必要なものから使用した。なお，用法し

て，これらの省略語を単語の一部として使用する場合を含む。

３－２ この巻では省略語( )― などのように単Abbreviations across, myself, receive
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語の一部の綴り字で表したもの３３個を表示し，必要なものから使用した。

Whole-word Lower-sign Contractions be,３－３ この巻から下がり記号の短縮語( )―

など単語全体を下がり記号で表すもの９個を使用した。to
３－４ 下がり記号の短縮部( )― のPart-word Lower-sign Contractions dis, -ea-, -bb-

ように単語の一部の綴り字群を下がり記号で表すもの１０個を追加した。

( ) 各巻における内容の配列2
１－１

世界のことばでこんにちは，ありがとうGreetings around the World
この教科書の主な登場人物

この教科書で学習するみなさんへ

本編

Warm-up
１ あいさつ

２ 教室で使う英語

３ アルファベット

４ 英語の音とつづり

５ 数字（ ）number
６ 週（ ）week
７ 月日（ ）date
８ 色（ ）color
９ 名前（ ）name

１ ようこそ，日本の学校へUnit
２ みんな友達Unit

まとめと練習① 動詞be
学び方コーナー① 文の書き方

３ はじめまして，ブラウン先生Unit
まとめと練習② 一般動詞

１ 何の ？Listening Plus CM
４ 楽しい昼休みUnit

１ 自己紹介Multi Plus
１－２

５ お祭り大好きUnit
６ ベッキーのおばあちゃんUnit

まとめと練習③ 三人称単数現在形

２ 友達のプロフィールListening Plus
１ 電話での応答Speaking Plus

７ サンフランシスコの学校Unit
１ 学校のホームページWriting Plus
３ 海外旅行Listening Plus
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英語の歌

Sing
Take Me Out to the Ball Game

８ ナンシーに会いにUnit
まとめと練習④ 代名詞

学び方コーナー② 音の変化

２ グリーティングカードWriting Plus
９ ケーブルカーに乗ってUnit

まとめと練習⑤ 進行形

４ 電車のトラブル発生Listening Plus
２ 道案内Speaking Plus

１ 一日の生活Multi Plus
１－３

１０ 観光地からUnit
まとめと練習⑥ 疑問詞

学び方コーナー③ 発音記号

３ ちょっとお願いSpeaking Plus
１１ 一年の思い出Unit

まとめと練習⑦ 一般動詞の過去形

５ 休暇中の出来事Listening Plus
４ 保健室での会話Speaking Plus

３ 絵はがきWriting Plus
Let's Read Over the Horizon

How the Moon Got in the Sky名作鑑賞

１－４

応用編

Word List
Bonus Word Box
英語の音とつづり

アルファベットの書き方

手紙・はがきの書き方

１年基本文・ 基本表現一覧Plus
Welcome to San Francisco!
ローマ字[ヘボン式]の書き方

A Day in English
２－１

英語点字略字の解説Ⅰ

この教科書で学習するみなさんへ

本編

Warm-up A Speech and a Game
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Dogs with Jobs題材情報

Unit Dogs with Jobs１

１ テレビ広告Listening Plus
１ 日記Writing Plus

New Zealand題材情報

Unit A Trip to New Zealand２

２ 海外旅行Listening Plus
２ 先生にお願いSpeaking Plus

まとめと練習① 動詞のいろいろな働きbe
学び方コーナー① 辞書の使い方

Unit My Future Job３

３ 家事アンケートListening Plus
２ メールWriting Plus

１ 夏休みMulti Plus
Let's Read A Magic Box１

英語の歌①

I Just Called to Say I Love You
Stand by Me

２－２

英語点字略字の解説Ⅱ

本編

Unit Homestay in the United States４

４ 明日の天気Listening Plus
２ 電話での応答Speaking Plus

まとめと練習② 助動詞

学び方コーナー② 文の読み方

Unit A New Language Service５

５ 今日のニュースListening Plus
３ 道案内Speaking Plus

Unit The Story of an Old Clock６

６ 昼休みの校内放送Listening Plus
２ 町紹介Multi Plus

Let's Read Try to Be the Only One２

英語の歌②

Grandfather's Clock
If We Hold on Together

２－３

英語点字略字の解説Ⅲ

本編

We Love Movies!題材情報
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Unit My Favorite Movie７

７ 映画ヒットチャートListening Plus
４ 買い物Speaking Plus

３ 詩Writing Plus
まとめと練習③ 比較表現

学び方コーナー③ 賛成・反対のしかた

３ 好きなこと・ものMulti Plus
Let's Read Can Anyone Hear Me?３

応用編

I'll Always Love You名作鑑賞

２－４

応用編

Word List
Bonus Word Box

場所・名所

買い物

対で覚える形容詞

基本動詞の活用

形容詞・副詞比較変化表

不規則動詞変化表

２年基本文・ 基本表現一覧Plus
１・２年 基本表現のまとめ

巻末口絵

ジェスチャー

Useful Expressions
３－１

英語点字略字の解説Ⅳ

この教科書で学習するみなさんへ

本編

Warm-up A Speech and a Game
Unit Sign Language１

１ ボランティア活動Listening Plus
１ 文化紹介Multi Plus

Unit A Fireworks Festival２

２ コンサート会場からListening Plus
１ 手紙Writing Plus

Scenes from Africa題材情報

Unit Fair Trade Chocolate３

３ ガーナについて知ろうListening Plus
１ 映画へのさそいSpeaking Plus



- 6 -

まとめと練習① 過去分詞

３－２

英語点字略字の解説Ⅴ

本編

２ 修学旅行Multi Plus
２ 食事の会話Speaking Plus

Let's Read A Mother's Lullaby１

英語の歌①

( )Puff The Magic Dragon
Hero

Unit Learn by Losing４

４ 英語落語家への道Listening Plus
３ 道案内Speaking Plus

まとめと練習② 不定詞

学び方コーナー① 文章のまとめ方

３－３

英語点字略字の解説Ⅵ

本編

Unit Electronic Dictionaries For or Against５ ―

５ 優先席にすわってもよい？Listening Plus
４ 電話での応答Speaking Plus

Unit Break the Barrier６

６ ２０世紀のスターListening Plus
２ レポートWriting Plus

まとめと練習③ 後置修飾

学び方コーナー② ５つの文構造

３ スキットWriting Plus
３ なりたい職業Multi Plus

３－４

英語点字略字の解説Ⅶ

本編

Traveling with Books題材情報

Let's Read Roy Brown Boy Detective２ ―

英語の歌②

Take Me Home, Country Roads
We Are the World

Stop Global Warming題材情報

Let's Read An Artist in the Arctic３

応用編

Futher Reading
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1. Ambassador of Laughter
2. E-mail from Grandma
3. My Friends, My Heroes
4. Languages in Danger

The Fall of Freddie the Leaf名作鑑賞

３－５

応用編

Word List A Q―

３－６

応用編

Word List R Z―

Bonus Word Box
いろいろな前置詞

数の読み方

形容詞・副詞比較変化表

不規則動詞変化表

３年基本文・ 基本表現一覧Plus
１～３年 基本文のまとめ

１～３年 基本表現のまとめ

巻末口絵

ことわざ

Let's Chat!

( ) 資料編の構成3
資料編 第１巻（英語点字の入門）

英語点字の入門について

① 点字の配列表

② アルファベットと発音

③ ローマ字の書き方

④ 句読符と点字独特の記号

⑤ 発音記号の書き方

⑥ 音節の区切り方

⑦ 主な接頭辞と接尾辞

⑧ 英語点字略字の解説Ⅰ

⑨ 英語点字略字の解説Ⅱ

⑩ 英語点字略字の解説Ⅲ

⑪ 英語点字略字の解説Ⅳ

⑫ 英語点字略字の解説Ⅴ

⑬ 英語点字略字の解説Ⅵ

⑭ 英語点字略字の解説Ⅶ
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⑮ 英語点字略字段階別一覧表

⑯ 英語点字略字アルファベット順一覧表

⑰ 英語点字略字字形別一覧表

資料編 第２巻（英語の基本的知識）

英語の基本的知識について

① 英語の発音方法

② 英語の発音と綴り字

③ 英語の基本文例

④ 英語の修飾語と修飾される語との関係

⑤ 語源から単語を覚える方法

⑥ 中学基本英単語・熟語（品詞別・類別）

⑦ 国名・地域名などに関する語

資料編 第３巻（英会話のための用例と単語）

① 英会話の用例

（ア） 紹介

（イ） 学校案内

（ウ） 盲学校と点字

（エ） 通学と寄宿舎

（オ） ある日の英語の授業

（カ） 学校給食

（キ） 盲人スポーツ紹介

（ク） 夏休みの思い出

（ケ） 修学旅行にて

（コ） 将来の夢

② 英会話で活用できる単語

（ア） 盲学校で使われる身近な語

（イ） 体の部分と健康に関する語

（ウ） 衣食住に関する語

（エ） 自然現象に関する語

（オ） 環境に関する語

（カ） 人間関係に関する語

（キ） 情報に関する語

（ク） 国名・地域名に関する語

（ケ） 頭字略語

資料編 第４巻（英和単語集Ⅰ）

英和単語集について

FＡ～

資料編 第５巻（英和単語集Ⅱ）

G R～

資料編 第６巻（英和単語集Ⅲ）
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～ＺS
資料編第４・５・６巻の「英和単語集」については，ホームページで載せている単語

を綴りのみ紹介した。

（１）目次内における配列

１ 「目次 １－１」などは９マス目から書き始めた 「本編 「応用編」は７マス目よ． 。 」

り書き始めた。

２．以下のものは１マス目から書き始めた。

・ ， ， 等Warm-up Unit Listening Plus
・まとめと練習，学び方コーナー，英語の歌

・巻頭及び巻末口絵の項目

・この教科書で学習するみなさんへ

・英語点字略字の解説（２・３年のみ）

・応用編の項目（例：名作鑑賞 。その数字は省略し，１マス目から項目を書き始め）

たが，３年の のタイトルには数字を付した。Further Reading
． ． （ 「 ， 」） ，３ ２ で挙げたものの表題等 例： 年 ようこそ 日本の学校へ は行を変えて1
３マス目から書き始めた。表題が長くて２行にわたる場合は，２行目を２マス下げて

続けた。表題とページ数との間は２の点の連続線を引いた。なお，表題が英語の場合

でも外国語引用符は使っていない （６の点が付されているので，外国語の体系であ。

ることが分かるため）

（２ 「この教科書で学習するみなさんへ」での配列）

ここでは，次のように点訳している。

□□□□□□□□この教科書で学習する

□□□□□□□□□□みなさんへ

□□□□□□本編

□□この教科書の本編は， とUnit
の…Plus

Unit□□□□

□□全部で…

Plus□□□□

□□総合的な…

□□ □ □リアルな場面の聞き取りListening Plus 三三

□□ □ □中学校英語学習への導入Warm-up 三三

□□□□□□応用編

□□本編の…

□□□□□□□使われている主な記号について

□□代入□ □基本文の代入練習（２・３年）三三

□□ □ □コミュニカティブな活動Your Turn 三三

□□ □ □活動に役立つ単語・表現集Tool Box 三三
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□□ □ □発音練習のコーナーSound Box 三三

語句の太字，▼及び と は省略し， と は文字で書いてある。発Read Write Listen Speak
展については該当箇所で示してある。ヘッドフォンマークだけの は文章のみ３Listen
マス目から書き始めた。

（３）本文における見出し

１．９マス目から書き始めたもの

目次で１マス目から書き始めたものは，本文では９マス目から書き始めた。また，

そのタイトルも改行して，９マス目から書き始めた。長くて２行にわたる場合には

２行目を２マス下げて続けた。なお， や 等やタイトルが英語でUnit Speaking Plus
あっても外国語引用符は使っていない。

２．７マス目から書き始めたもの

１年における 番号，またその での目的を表す日本語は７マス目から書きPart Part
始めた （例：１年 １，あいさつをしよう）その他，まとめと練習の■のあ。 Part

Show and Tell Jigsawとの説明及び 確かめよう ・ やってみよう ２・３年での「 」「 」， ，

， ， ， ， ， 等Reading What am I? Starting Out Dialog Reading for Communication Review
や のあとにある文章， における「モデル対話」や「場面」という言

▲

Speaking Plus
葉は７マス目から書き始めた。 における目標と復習も７マス目から書きMulti Plus
始めた。

３．５マス目から書き始めたもの

， ， ， ， ， ， ， ， ， ，一言メモ ～Hop Step Jump Challenge STEP1 3 Tool Box Your Turn Listen Speak
， のポイント， の中の は５マSound Box Multi Plus Challenge Did you know? Let's Try

ス目から書き始めた 「まとめと練習」の中の ， ， も５マス目から書き始め。 A B C
た 「まとめと練習」内にある囲みの文章は，線では囲わずに５マス目からタイト。

ルを書き始めた。

本文の点訳は次のような順番で点訳している。

① 見出しの上のリード文

② 見出し

③ 語句

④ 本文

⑤ 基本文

⑥ 基本練習又は代入

⑦ 一言メモ又は発音

＊ ， がある時は，一言メモや発音はそれらのあとに置く。Listen Your Turn

本文は原典において１行あいているときは，点字教科書においても行あけした。

本文におけるイタリック体の語句は，第１・２学年にあってはコーテーション・マーク

（ ～ ）でくくり，第３学年にあってはイタリック符（ ～）を前置した。八 ん ぴ

登場人物名が日本語であるときは，次のようにした。

（例：１年 ４４）p.
Mrs. Brown Five cups of juice, please.□□ □三
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OK. That's five hundred and fifty yen, please.□□ テンイン □継 継・一

（４）語句

「語句」は，本文の前（リード文のあるときは，リード文のあと）に置き，語（句）ご

。 ，（ ） 。 （ ）とに改行した フルスペリング □ □を記してから 新出略字の順とした 語 句三三

， （ ） ， （ ）に訳語が付されているときは その訳語を第１カギ ～ でくくり 訳語中の継 継

は第１カッコ（ ～ ）で ［ ］は第２カッコ（ ～ ）でくくった。七 七 ・七 七っ，

p.原典において，語，縮約形，熟語の変わるところに点線が引いてあるが（例：１年

２０ ，点字教科書においては１行あけた。）

「語句」や の単語中の「単語の中で最も強く発音するところ」を示す▼（例：Tool Box
１年 ２１， の に付されている▼）は省略した。p. eraser a

（５）基本文

基本文（例：１年 １４ ）の左または右に書かれている説明文は，基本p. I am Sakura.
文のあとに記した。基本文の前の行と説明文のあとの行に②の点を マス入れた。10

（６）その他の点字触読上の配慮

[ａ] ２年，３年において，基本文とその説明文のあとにある代入は，区別する必要が

ある場合（例：２年 ５８）は， ｢代入１｣ ｢代入２｣のようにした。p.
[ｂ] 「基本練習」に付されている強弱を示す●， は，省略した（例：１年 ２０ 。● p. ）

「代入」で使われているスラッシュはコンマ（ ）に，斜体字にはしていない。，

（ ）， （ ）（ ），[ｃ] 内の上げ調子を示す 下がり調子を示す 例：１年 ７０Sound Box p.→
→

音のつながりを示すために下に付されている弧線（例：２年 ２７ 「単語の中で最も強p. ），

」 （ ）， （ ）く発音するところ を示す▼ 例：２年 ６３ 文の区切りを示す／ 例：２年 １７p. p.
は，点図で表記した。

[ｄ] ページ欄外下の発音は，次のように示した。☆は発音と書いてある。

（例：１年 ３８）p.
□□□□ハツオン

外あu二 三三た 七 七 七 七□□ □ □ □□ｎh ow ow

・七 七っ 三三た 七 七□□ 発音しない □ □ bom b
， 。 。[ ] リード文のあとにある白抜きの？は省略し 日本語の終わりを から？に変えたe

[ ] 下線をしめす記号（ ～ ）は，３年から使い始めた。f 外継わ 大継；

[ ] 注の付け方については，３通りある。 の は本文の該当箇所に注記g Challenge Notes
号（星印）を前に付け，本文が終わったあと１行開けて日本語を載せた。単独の

文に注がついている場合には，注がついている語(句）を外国語引用符ではさみ，

次の行の５マス目から書き始め，日本語を第１カギにはさんで示した。２年の３

３ｐのような場合には注記号はつけずに，文章が終わった次の行に５マス目から

注をレ下がりではさんで書き，次の行から英語には外国語引用符をつけずに，日

本語には第１カギではさんで書いた。

WORD LIST（７）

（ ） ， （ ） （ ）WORD LIST の訳語は第１カギ ～ で 訳語中の は第１カッコ ～継 継 七 七
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で ［ ］は第２カッコ（ ～ ）で 【 】は第２カギ（ ～ ）でくく， ，・七 七っ 外わ 大二

った。

の品詞表示は，次のように表記している。WORD LIST
名詞 ＝ （メイ）

動詞 ＝ （ドー）

形容詞 ＝ （ケイ）

副詞 ＝ （フク）

代名詞 ＝ （ダイ）

助動詞 ＝ （ジョ）

接続詞 ＝ （セツ）

前置詞 ＝ （ゼン）

間投詞 ＝ （カントー）

冠詞 ＝ （カンシ）

原典において，特に覚えたい語であることを示す太字 「学習指導要領」で指定されて，

いる語であることを示す◆，既習学年やページを表す数字は省略した。

（８）表紙見返しの記事，及び写真，さし絵，図などの扱い

各学年の表紙見返しの記事，及び写真，さし絵，図などは，内容と直接かかわりのある

教材の個所に移した場合がある。 ｢２．編集の具体的内容 （２）各巻における内容の配，

列｣を参照されたい。

（９）英語の歌

表題と歌詞の間は，１行空ける。歌詞は，詞の行ごとに１マス目から書き始め，長くて

１行に書ききれない場合は，次の行を２マス下げて書き続ける。

（１０）ページ数

各 など（本文においては９マス目より書き始め，それが終わったときは，２・５Unit
の連続線を１０マス引いてあるもの）は，それが変わるごとにページを変える。

１－１ ３，２－１ ３，３－１ ４は目次の次から１ページを打ち始めた。目次は目次~ ~ ~
１として打ち始めた。１－４，２－４，および３－５ ６の も，同様に目次~ WORD LIST
の次から１ページを打ち始めた。

点字教科書のページは，奇数右ページの右上欄外に示した。また，原典のページは奇数

右ページの左上欄外に ～ にはさんで示した。その場合原典のページは各学年とも，め め

の前までのものを示す。WORD LIST
なお 「資料編」のページの打ち方は，第１巻，第２巻及び第３巻についてはそれぞれ，

「１．点字の配列表 「１．英語の発音方法 「１．英会話の用例」からページを改め，」， 」，

第４・５・６巻の英和単語集については通しページとした。
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学年 ページ 行 修正 修 正 内 容 参考となる事項

事項

１ 表紙裏 削除 写真は省略し，サンフランシスコの地図を 盲生徒の実態に

修正 点図にした。いろいろな で出てくる 即してUnit
追加 ので，４巻に移した。本文に関連するジャ

パ ンタウン， ＆ パーク，キャンドルAT T
スティックパークの説明を追加した。

１１ 修正 色とものの組み合わせは，表にせずに，６つ 盲生徒の実態に

の色と５つのものの組み合わせをする形に 即して

変更した。

１３ 削除 の指示文だけ生かし，墨字の書 盲生徒の実態にYour Turn
き方についての部分は省略した。 即して

１４ 修正 イラストを人名になおした。 盲生徒の実態に

（以降，人名が明記されていない場合 同じ 即して

ように処理した ）。

１４ 修正 下線部は空欄記号になおした。 盲生徒の実態に

（以降，同じように処理した ） 即して。

１９ 修正 下線部は外国語引用符になおした。 盲生徒の実態に

即して

２０ 基 本 修正 イラストの状況の説明を追加した。 盲生徒の実態に

練 習 例 近くのボール 即して

１．近くの机

２．遠くの犬

２０ 欄 外 修正 発音は，発音記号を先に書き，単語をあとに 盲生徒の実態に

書いた。 即して

２１ 修正 イラストの状況の説明を追加した。 盲生徒の実態にListen
１．健のノート 即して

ケイトが健に向かって差し出しているa.
ノート

離れた机にのっているノートb.
２．ケイトのかさ

ケイトの手元にあるかさa.
ケイトから離れたところにあるかさb.
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学年 ページ 行 修正 修 正 内 容 参考となる事項

事項

１ ２２ 基 本 修正 イラストの状況の説明を追加した。 盲生徒の実態に

練 習 例 遠くのレストラン 即して

１．近くのネコ

２．遠くの車

２３ 修正 指示文を変更した。 盲生徒の実態に

何かを（ ）に書きましょう。 即してListen
→ 何かを答えましょう。

２４ 基 本 削除 イラストは削除した。 盲生徒の実態に

練 習 即して

２６ やって 修正 ２の[ ]は第１カッコになおした。 盲生徒の実態に

みよう 即して

２７ 文の 修正 文章を点字にあわせた。 盲生徒の実態に

書き方 ② 小文字１字分くらい → １マス 即して

④ 単語と…２字分くらい → １マス

２８ 基 本 削除 イラストは削除した。 盲生徒の実態に

練 習 即して

２９ 修正 指示文を変更した。 盲生徒の実態にListen
自己紹介の英語を聞いて，次の表を… 即して

→ 自己紹介の英語を聞いて，あとの３点に

ついて聞き取りましょう。

３０ 基 本 削除 イラストは削除した。 盲生徒の実態に

練 習 即して

３２ 基 本 修正 ○と×がついているイラストを次のように変 盲生徒の実態に

練 習 更した。 即して

[例]

like
soccer（好き）

tenniss（嫌い）

I like soccer, but I don't like tennis.→

３４ 一般動 修正 囲みの中の○と×がついている文を次のよう 盲生徒の実態に

詞の使 に変更した。 即して

I am play soccer.い方 （間違い） ( )

I play soccer.（正しい）
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学年 ページ 行 修正 修 正 内 容 参考となる事項

事項

１ ３５ 削除 の １のイラストは 盲生徒の実態にListening Plus 1 STEP
削除した。 即して

３６ 基 本 修正 シルエットは言葉に置きかえた。 盲生徒の実態に

練 習 即して

３７ 修正 写真は省略し 指示文を次のように変更した 盲生徒の実態にListen ， 。

対話を聞いて，次のものが何かを書きましょ 即して

う。

３７ 修正 指示文を次のように変更した。 盲生徒の実態にYour
[例]にならって対話をしましょう。 即してTurn

３８ 基 本 削除 イラストは削除した。 盲生徒の実態に

練 習 即して

４０ ポスタ 修正 ポスターの写真は次のような説明をつけた。 盲生徒の実態に

ーの写 世界の朝食 即して

真 和定食 ＝ ごはん，みそ汁，焼き魚，冷や奴

のり，漬け物

中華粥

フォー （米粉からつくるベトナムの麺）

カレーとナン（平たく焼いたパン）

イングリッシュ・ブレックファスト

＝ パン，ベーコン・エッグ，紅茶

ウェボス・ランチェロス（トルティーヤに

インゲン豆で出来たペーストを塗り，その上

に目玉焼き，さらにソースをかけたメキシコ

料理）

４０ 基 本 削除 イラストは削除した。 盲生徒の実態に

練 習 即して

４４ 基 本 修正 イラストを言葉に置きかえた。 盲生徒の実態に

練 習 例 ２つの机 即して

１．３つのボール

２．４つの箱
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学年 ページ 行 修正 修 正 内 容 参考となる事項

事項

１ ４５ 削除 イラストは削除した。 盲生徒の実態にListen
修正 指示文と表を次のように変更した。 即して

対話を聞いて，彩とトムが注文したものの

数と合計金額をまとめましょう。

１． 彩

２． トム

hot dog = ¥150
hamburger = ¥120
orange juice = ¥100
は円の記号です。¥

４５ 修正 指示文を次のように変更した。 盲生徒の実態にYour
でまとめたものを使って，本文を参考 即してTurn Listen

にして注文のやりとりをしましょう。

４６ 基 本 削除 イラストは削除した。 盲生徒の実態に

練 習 即して

４７ 修正 指示文と表を次のように変更した。 盲生徒の実態にListen
対話を聞いて，ケイトと健が持っている 即して

品物とその数をまとめましょう。

CD
ケイト １５

健 １０

４８ 基 本 削除 イラストは削除した。 盲生徒の実態に

練 習 即して

５０ 基 本 削除 イラストは削除した。 盲生徒の実態に

練 習 即して

５１ 写 真 修正 写真の説明を 本文と基本文の間に挿入した 盲生徒の実態に， 。

写真の説明 即して

写真１ ナンシーは中華料理を食べていま

す。

写真２ ナンシーはテニスをしています。

写真３ ナンシーはドライブをしています。

写真４ ナンシーはピアノをひいています。
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学年 ページ 行 修正 修 正 内 容 参考となる事項

事項

１ ５１ 修正 指示文を次のように変更した。 盲生徒の実態にYour
（点字該当）ページにある４枚のナンシーの 即してTurn
写真の説明を読んで，彼女についてわかるこ

とや想像できることを，出来るだけたくさん

いいましょう。

５２ 基 本 削除 イラストは削除した。 盲生徒の実態に

練 習 修正 指示文を次のように変更した。 即して

例にならって対話をしましょう。

[例]

（サッカーをする）Tom, play soccer
(マル）

Does Tom play soccer?
Yes, he does.

（英語を話す）1. Aya, speak English
（マル）

（自転車をもってい2. Kate, have a bike
る）

（バツ）

５３ 修正 指示文を次のように変更した。 盲生徒の実態にListen
対話を聞いて，健についてマルかバツかを， 即して

例にならってまとめましょう。

[例]

サッカーをする バツ

５３ 修正 指示文を次のように変更した。 盲生徒の実態にYour
でまとめた内容をもとに，例にならっ 即してTurn Listen

て対話をしましょう。



- 18 -

学年 ページ 行 修正 修 正 内 容 参考となる事項

事項

１ ５４ 基 本 修正 指示文を次のように変更した。 盲生徒の実態に

練 習 例にならって対話をしましょう。 即して

[例]

Ms. Oka teach
music（教える）

English（教えない）

Ms. Oka teaches music. She doesn't→

teach English.
1. Ken live

in Japan（住んでいる）

in America（住んでいない）

2. Tom write
hiragana（書ける）

kanji（書けない）

3. Aya have
a dog（飼っている）

a cat（飼っていない）

５５ 修正 指示文の○と×は言葉になおした。 盲生徒の実態にListen
削除 イラストは削除し それぞれ言葉になおした 即して， 。

１．テニス

２．野球

３．ごはん

４．納豆

５７ 修正 指示文の○と×は言葉になおした。 盲生徒の実態にSTEP 2
即して

５８ 削除 イラストは削除した。 盲生徒の実態にSTEP 1
修正 イラストの人物を名前になおした。 即して

６０ 基 本 削除 イラストは削除した。 盲生徒の実態に

練 習 即して

６１ 修正 指示文を次のように変更した。 盲生徒の実態にListen
対話を聞いて，[ ]と[ ]を結びましょう。 即してA B

６２ 基 本 削除 イラストは削除した。 盲生徒の実態に

練 習 修正 時計の指す時間を言葉になおした。 即して

[例] ９時２０分

１． １２時３０分

２． ３時１５分
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学年 ページ 行 修正 修 正 内 容 参考となる事項

事項

１ ６３ イ ラ 削除 イラストは削除し，言葉になおした。 盲生徒の実態に

ス ト 修正 即してWORLD CLOCK
1. HONOLULU 12 p.m.
2. SAN FRANCISCO 2 p.m.
3. NEW YORK 5 p.m.
4. LONDON 10 p.m.
5. CAPE TOWN 12 a.m.
6. MOSCOW 1 a.m.
7. TOKYO 7 a.m.
8. SYDNEY 8 a.m.

６３ 修正 指示文を次のように変更した。 盲生徒の実態にListen
対話を聞いて，各都市の時刻を例にならって 即して

書きましょう。

[例]

１．東京

２．ニューヨーク

３．ロンドン

６３ 修正 指示文を次のように変更した。 盲生徒の実態にYour
でまとめた内容をもとに，例にならっ 即してTurn Listen

て対話をしましょう。

６４ 基 本 削除 イラストは削除した。 盲生徒の実態に

練 習 即して

６６ 基 本 削除 イラストは削除した。 盲生徒の実態に

練 習 修正 指示文を次のように変更した。 即して

例にならって対話をしましょう。

[例]

pizza（好きなもの）

tacos（好きではないもの）

Which is your favorite, pizza or tacos?→

Pizza is.
１．

baseball（好きなもの）

tennis（好きでないもの）

２．

spring(好きなもの）

fall（好きでないもの）
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学年 ページ 行 修正 修 正 内 容 参考となる事項

事項

１ ７０ 修正 横長の表にはせずに，次のように項目ごとに 盲生徒の実態にSTEP 2
点訳した。 即して

食事

さくら ビーフ・チキン

一郎 ビーフ・チキン

食後の飲み物

さくら コーヒー・紅茶

一郎 コーヒー・紅茶

入れるもの

さくら 砂糖・クリーム・ミルク・レモン

一郎 砂糖・クリーム・ミルク・レモン

７２ 基 本 削除 イラストは削除した。 盲生徒の実態に

練 習 即して

７３ 削除 イラストは削除した。 盲生徒の実態にListen
修正 指示文を次のように変更し，絵の説明を加え 即して

た。

の絵の説明を参考にして，…Listen
（トムの部屋の様子）

机の上にノートがあります。

ベッドのそばにボールがあります。

ピアノのそばにギターがあります。

ピアノの下にネコがいます。

７４ 基 本 削除 イラストは削除した。 盲生徒の実態に

練 習 修正 [例]以下を，次のように点訳した。 即して

[例]

Tom dog□□

Whose dog is this? It's Tom's.→

１行あけて

□□ギターAya
□□車her father

□□ペンI
７５ 削除 イラストを削除し，言葉になおした。 盲生徒の実態にListen

修正 カメラ かさ 帽子 靴 即して

７５ 修正 指示文を次のように変更した。 盲生徒の実態にYour
に出てくるものについて，… 即してTurn Listen
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学年 ページ 行 修正 修 正 内 容 参考となる事項

事項

１ ７６ 基 本 削除 イラストは削除した。 盲生徒の実態に

練 習 即して

７７ 修正 指示文を次のように変更した。 盲生徒の実態にListen
対話を聞いて，それぞれの人物についてまと 即して

めましょう。

１

髪型は（長い，短い）

名前

職業

２

髪型は（長い，短い）

名前

職業

７７ 修正 指示文を次のように変更した。 盲生徒の実態にYour
の人物について… 即してTurn Listen

８２ 基 本 削除 イラストは削除した。 盲生徒の実態に

練 習 即して

８３ 削除 イラストは削除した。 盲生徒の実態にListen
修正 指示文を次のように変更した。 即して

英語を聞いて，次の４人が何をしているか

日本語で答えましょう。

Akiko
Naoki
Emi
Keita

８３ 修正 指示文を次のように変更した。 盲生徒の実態にYour
の人物について，… 即してTurn Listen

８４ 基 本 削除 イラストは削除した 盲生徒の実態に

練 習 即して

８５ 修正 指示文を次のように変更した。 盲生徒の実態にListen
対話を聞いて，次の４人が何をしているか 即して

答えましょう。

Rika
Saki
Yumi
Maiko
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学年 ページ 行 修正 修 正 内 容 参考となる事項

事項

１ ８５ 修正 指示文を次のように変更した。 盲生徒の実態にYour
の人物について，… 即してTurn Listen

８６ 基 本 削除 イラストを削除した。 盲生徒の実態に

練 習 修正 指示文を次のように変更した。 即して

[例]にならって，掲示の意味を英語で言いま

しょう。

Don't eat here.[例] 食事禁止 →

１．走るな。

２．日本語厳禁

８７ イ ラ 修正 イラストは削除し，本文のあとに 盲生徒の実態にDO NOT
ス ト を枠線で囲んだ。 即してBOARD IN THIS AREA

８９ 路線図 修正 路線図は点図で表した。 盲生徒の実態に

即して

９０ 地 図 修正 地図は点図になおした。 盲生徒の実態に

即して

９４ 基 本 削除 イラストを削除した。 盲生徒の実態に

練 習 修正 [例]以下を次のように変更した。 即して

play tennis
はテニスが出来るが， はテニスがAya I

出来ない。

Aya can play tennis. But I can't play→

tennis.
９５ 削除 イラストは削除した。 盲生徒の実態にListen

修正 指示文を次のように変更した。 即して

対話を聞いて，次の４人の名前と上手に

できるものを一致させましょう。

（人名）

Kate
Tom
Ken
Aya
（上手にできるもの）

ski
skate
play ice hockey
snowboard
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学年 ページ 行 修正 修 正 内 容 参考となる事項

事項

１ ９６ 基 本 修正 イラストを削除した。 盲生徒の実態に

練 習 即して

９７ 修正 指示文を次のように変更した。 盲生徒の実態にListen
対話を聞いて，トムと彩が演奏できる楽器に 即して

， 。はマル できない楽器にはバツと書きなさい

トム

ギター

ピアノ

フルート

彩

ギター

ピアノ

フルート

９８ 基 本 削除 イラストを削除した。 盲生徒の実態に

練 習 即して

１０１ 口型図 修正 点図になおした。 盲生徒の実態に

即して

１０４ 基 本 削除 イラストを削除した。 盲生徒の実態に

練 習 即して

１０５ 修正 指示文を次のように変更した。 盲生徒の実態にYour
の情報をもとに，… 即してTurn Listen

１０７ 修正 指示文を次のように変更した。 盲生徒の実態にListen
英語を聞いて，正雄が昨日何をしたのか書き 即して

ましょう。

１０７ 修正 指示文を次のように変更した。 盲生徒の実態にYour
の情報をもとに，… 即してTurn Listen

１０８ 基 本 削除 イラストを削除した。 盲生徒の実態に

練 習 即して

１０９ 削除 イラストは削除した。 盲生徒の実態にListen
修正 指示文を次のように変更した。 即して

トムと彩の対話を聞いて，トムについてマル

かバツを答えましょう。

１．テレビをみた

２．音楽を聞いた

３．朝食を食べた
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学年 ページ 行 修正 修 正 内 容 参考となる事項

事項

１ １１１ 削除 イラストは削除した。 盲生徒の実態にSTEP 2
修正 指示文を次のように変更した。 即して

番組の続きを聞いて，ジョニーがしたことを

あとの３つから選びましょう。

泳いだa.
テニスをしたb.
キャンプをしたc.
カンガルーを見たd.
ラグビー（ ）を見たe. Rugby
クッキーを買ったf.

１３５ 手紙 修正 表書きの形式と文面の形式は点図にした。 盲生徒の実態に

即して

２ ５ 削除 絵を削除し，次のような説明を加えた。 盲生徒の実態にYour
修正 （１）トムは１１時に食堂で昼食を食べてい 即してTurn

た。

（２）トムは３時３０分に居間で音楽を聴い

ていた。

１０ 削除 絵を削除し，次のような説明を加えた。 盲生徒の実態にSTEP 1
修正 （１）午前中にしたこと ― 友達と緑川へ行 即してA

った

（２）昼食後にしたこと ― 買い物に行き，

何本か鉛筆を買った

（３）夜にしたこと ― テレビでサッカーの

試合を見た

１０ 削除 絵を削除し，次のような説明を加えた。 盲生徒の実態にSTEP 1
修正 （１）どこに行った ― 川に行った 即してB

（２）何をした ― 魚つりをした

（３）どうだった ― 楽しい時を過ごした

１６ 削除 Ａの図を削除し，次のような説明を加えた。 盲生徒の実態にReview
修正 また，太線の下線部分と点線の下線部分をそ 即してA

れぞれ１( ) ２( )と表した。,
I Kate my grandmother（例）( )→

Grandma１ 呼び方 ―

book２ あげたもの ―

→ １( )I call my grandmother Grandma
I gave her a book .２( )

（１．２．も同様）
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学年 ページ 行 修正 修 正 内 容 参考となる事項

事項

２ １６ 削除 表を削除し，使いたい表現を用いた例（好き 盲生徒の実態にReview
修正 な場所の説明の例）を先に示し，そのあと各 即してB

名所についての伝えたいことを示した。

。 ．あなたは…訪れています 例を参考にしてア

． 。 ，～ウ の名所について説明しましょう また

…書きましょう。

Look at that very tall tower .（例） １( )

It's 333 meters tall .２( )

People call it Tokyo Tower .３( )

ア．奈良の大仏

a very big Buddha１ 見ているもの

about 15 meters tall２ 高さ

the Great Buddha of Nara３ 呼び方

（イ．ウ．も同様）

２１ ﾊﾟｽﾞﾙ 修正 クロスワードパズルの と の区 盲生徒の実態にacross down
別をなくし，すべて横書きのワードパズルに 即して

した。また 「２回出てくる文字は１回，３，

回出てくる文字は２回使用すること 」とい。

う説明を加えた。

２２ 円ｸﾞﾗﾌ 削除 円グラフを削除した。 盲生徒の実態に

即して

２８ 修正 ［はじめのあいさつ］や［本文（出だし ］ 盲生徒の実態にSTEP 2 ）

などの項目を先に示し，そのあとに英文を 即して

示した。

はじめのあいさつ

Hi, .（相手の名前）

本文（出だし）

your kind e-mail.｜ｘｘｘｘｘｘｌ

（以下同様に）

４４ 削除 絵を削除し，次のような説明を加えた。 盲生徒の実態にReview
修正 [例] 即してA

帽子をかぶった人がカバンを開けて中を

調べている。

An officer will check your bags here.→

（１）人が口元で人差し指を立てている。
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学年 ページ 行 修正 修 正 内 容 参考となる事項

事項

２ ４４ 削除 （２）制帽をかぶった人がパスポートを見て 盲生徒の実態にReview
修正 いる。 即してA

（３）カメラ禁止

５５ 削除 ニュースの画面を削除し，次のような説明を 盲生徒の実態にSTEP 1
修正 加えた。 即して

Ａ．日本人の教師が外国人に日本語を教えて

いる。

Ｂ．外国人の教師が日本人に英語を教えてい

る。

Ｃ．レポーターは緑市役所の前で大人の男性

にインタビューをしている。

Ｄ．レポーターは緑中学校の前で中学生の女

の子にインタビューをしている。

５８ 削除 絵を削除し，日本語の説明を加えた。 盲生徒の実態にListen
修正 窓の近くに２枚の絵がはってあります。 即して

ベッドのそばにギターが置いてあります。

ベッドの下にネコが２匹います。

５９ 削除 絵を削除し，次のような説明を加えた。 盲生徒の実態にYour
修正 ［例］ 公園 即してTurn park

１． 病院hospital
２． 図書館library
３． 駅station

７８ 削除 辞典の絵を削除し 次のような説明を加えた 盲生徒の実態にReview ， 。

修正 辞典Ａ：最も小さい 収録語数は約 即してA 5,000
辞典Ｂ：中ぐらいの大きさ 収録語数は約

60,000
90,000辞典Ｃ：最も大きい 収録語数は約

７８ 削除 イラストは削除した。 盲生徒の実態にReview
即してB

７９ 修正 指示文を次のように変更した。 盲生徒の実態にSTEP 2
各映画のジャンルを聞き取って、 ～ に 即してA E
合うものを( )～( )より選びましょう。1 5
A A Beautiful Season
B Last Planet
C My Little Star
D Treasure Mountain
E Winter Forest
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学年 ページ 行 修正 修 正 内 容 参考となる事項

事項

２ ７９ 修正 ( ) サイエンスフィクション 盲生徒の実態にSTEP 2 1
( ) コメディー 即して2
( ) サスペンス3
( ) アドベンチャー4
( ) ラブストーリー5

３ ６ 削除 絵を削除し，次のような説明文を加えた。 盲生徒の実態にFigure
１～３ 修正 の説明 即してFigure 1

ありがとう （日本）― 左手の甲を上に向。

け，そこを右手の小指側の側面で軽くたたき

上げるようにする。

（アメリカ）― 右の手のひらをThank you.
自分に向けて，その指をあごにつけ，手のひ

らが上を向くようにその手を相手の方に向け

て前に出す。

の説明Figure 2
はじめて＋会う＝はじめまして

はじめて―左手の甲に右手をのせ，右手の指

を閉じて上げながら人差し指を伸ばす。

会う ― 両手の人差し指を立てて，左右から

寄せる。

の説明Figure 3
また＋会う＝

また ― 右手でこぶしを作って，人差し指と

中指を伸ばしながら左に倒す。

９ 削除 絵を削除し，次のような説明を加えた。 盲生徒の実態にSTEP 3
修正 １．Ａ．８：１０ 即して

Ｂ．８：４５

Ｃ．９：００

Ｄ．９：１５

２．Ａ．車椅子の人を手伝う

Ｂ．電話をかける

Ｃ．海岸のゴミを拾う

Ｄ．公園のゴミを拾う

１８ 削除 絵を削除し，次のような説明文を加えた。 盲生徒の実態にReview
修正 １．中国の地図と女の子の絵 即してA

２．ベッドに寝ている男の子の絵

３．チケット売場に並んでいる人の絵
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学年 ページ 行 修正 修 正 内 容 参考となる事項

事項

３ １８ 削除 カレンダーを削除し，次のような英語を加え 盲生徒の実態にReview
修正 た。 即してB

May 12
Concert
City Music Hall
2:00
classical, movie songs
200 seats

１９ 削除 絵を削除し，次のような説明文を加えた。 盲生徒の実態にSTEP 1
修正 Ａ．コンサート会場で観客が演奏を聞いてい 即して

る。

Ｂ．東京ドームの前で多くの人が並んでい

る。

Ｃ．コンサート会場の入り口でチケットを切

ってもらっている。

２７ 修正 地図とグラフは点図で表示した。 盲生徒の実態にSTEP 1
即して

２７ 削除 円グラフは削除し，グラフの説明を加えた。 盲生徒の実態にSTEP 3
修正 グラフの説明 （円グラフの割合が多い順に 即して

並べてあります。ただし， は省略してOther
います）

Ａ．

Cacao beans
Gold
Wood
Ｂ．

Gold
Cacao beans
Oil
Ｃ．

Gold
Cacao beans
Wood
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学年 ページ 行 修正 修 正 内 容 参考となる事項

事項

３ ３６ 削除 絵を削除し，日本語を加えた。 盲生徒の実態にSTEP 1
修正 （例） ケーキ 即して

１．ピザ

２．水

３．スープ

４８ 削除 碁盤の図を削除した。 盲生徒の実態にReview
即してA

５１ 路線図 修正 路線図を点図になおした。 盲生徒の実態に

即して

６２ ６ 削除 写真を削除し，写真に写っている次の人名を 盲生徒の実態にUnit
修正 加えた。 即して

（１） ヘレン・ケラー

（２） 手塚治虫

（３） ローザ・パークス

（４） レイチェル・カーソン

（５） ジョン・レノン

６２ 削除 絵を削除し，英語になおした。 盲生徒の実態にListen
修正 １． 即してwatch

pen２．

water３．

６７ 削除 写真を削除し，人名になおした。 盲生徒の実態にSTEP 3
修正 Ａ．オードリー・ヘップバーン 即して

Ｂ．エルビス・プレスリー

Ｃ．ペレ

７２ 削除 絵を削除し，次のような説明文を加えた。 盲生徒の実態にSTEP 1
修正 １．Ａ．一生懸命勉強している。 即して

Ｂ．テレビゲームで遊んでいる。

Ｃ．勉強机で座ったまま眠っている。

２．Ａ．ノートが開いている。

Ｂ．ノートの上にテレビゲーム機が置い

てある。

Ｃ．ノートにテレビゲーム機がはさんで

ある。

８４ 写真 削除 写真①～⑩を削除した。 盲生徒の実態に

～ 即して

８９



- 30 -

学年 ページ 行 修正 修 正 内 容 参考となる事項

事項

３ ９０ 削除 Ｃの問題を削除した。 盲生徒の実態にReview
即してC

１１４ 修学旅 削除 写真を削除した。 盲生徒の実態に

行 即して

１１５ 職業 削除 絵は削除した。 盲生徒の実態に

絵を削除し，その絵を意味する次のような日 即して

本語を加えた。

１．銀行員

２．理容師

３．大工

４．漫画家

５．菓子職人

６．料理人

７．歯科医

８．編集者

９．農場主

１０．消防士

１１ （旅客機の）客室乗務員．

１２．花屋

１３．庭師

１４．美容師

１５．通訳者

１６．弁護士

１７．ニュース解説者

１８．看護士

１９．保育園教員

２０．事務員

２１．薬剤師

２２．写真家

２３．警察官

２４．獣医

１１６ いろい 削除 絵を削除した。 盲生徒の実態に

ろな前 即して

置詞

巻 末 絵 削除 「ことわざ」と 「おしゃべりのコ 盲生徒の実態にLet's Chat!
口 絵 ツ」の絵を削除した。 即して
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３ 参考資料 ～英語点字の入門～

英語の点字は，基本的には普通の文字と同じようにアルファベットと句読符から成っ

ている。さらに，点字の読み書きを速くするために，点字独特の略字を加えている。そ

こで，中学部の第１学年ではアルファベットと句読符を学び，第２学年から第３学年が

終了するまでの間に，７つの段階に分けて点字の略字を学ぶことになっている。高等部

の教科書及びアメリカやイギリスの書籍では，これらの点字略字がすべて使われている

ので，中学部の間に，出てきた順序に従って十分に学んでおくことが必要である。この

資料では，以下のように英語の点字の基本がまとめられている。資料編の１～６巻の内

容については文部科学省のホームページで閲覧できる予定なので，そちらを参照して頂

きたい。

( ) 点字の配列表1
( ) 「アルファベットと発音」について，開設してある。2
( ) 「句読符と点字独特の記号」3
( ) 「発音記号の書き方」4
( )から( )は点字略字の第１段階から第７段階までの解説である。5 11

( ) 点字の配列表1
６点点字は，１８２５年にフランス人ルイ・ブライユ（ ）によって考案Louis Braille

された盲人用触読文字である。英語では考案者にちなんで，点字のことをブレイル

（ ）といっている。６点点字は１マス６点であるから，６４とおりの組合せとBraille
なる。ルイ・ブライユは，マスあけの記号を除いた６３を次の７行に配列した。

あ ｂ ｃ ｄ 5 ｆ ｇ ｈ お ｊ第１行

ｋ ｌ ｍ ｎ o p q ｒ s t第２行

u v x y z & め [ ほ ]第３行

* { く す さ け せ し @ そ第４行

, ; ー 。 + ゑ = ( ｦ ん第５行

ﾔ ﾕ # よ ﾜ ｣第６行

` ^ | ﾞ $ ゜第７行

ｋ

１行目は，上の四つの点の組合せの１５の中から，下がり記号と４・５の点だけの組

合せを除いたものである。２，３，４行目は，１行目の記号にそれぞれ３の点，３・６

の点又は６の点を加えたものである。５行目は，１行目と同じ形をそのまま下に下げた

ものである。このように１・４の点を用いない記号を下がり記号という。残りの１３の
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うち，３の点を含むものを６行目とし，４・５・６の点の組合せを７行目に配列した。

ルイ・ブライユは，フランス語のアルファベットに１，２行目と３行目の半分までを

当てた。しかし，ここにはＷがない。もともとＷは，Ｕがダブった「ダブルＵ」か，Ｖ

がダブった「ダブルＶ」などとして扱われていたので，記号を当てなかった。後に，英

国人の忠告を入れてＷを加えたが，それが英語やドイツ語などのアルファベットにも使

われるようになった。

５，６行目の下がり記号は，句読符として用いられ，７行目は，点字独特の記号とし

て用いられている。数字は，１行目に数符を前置して表している。また，楽譜では，１

， 。行目から４行目までの最初の３個を除いたものを それぞれの長さの音符に当てている

また，７行目の記号を，高さを表す音列記号として用いている。

英語の点字略字もこの表をもとに作られている。アルファベットの中からａ，ｉ，ｏ

を除いたものと，その他の記号から６行目の□ □及び７行目の記号を除いたものは，ﾜ

すべて一マスの略字として用いられている。また，７行目の□ □以外の六つも２マス`

の略字の前置点となっている。さらに，５行目の記号と□ □は，句読符として用いら｣

れている上に，下がり記号の略字としても用いられている。

なお，日本点字においても，考案者の石川倉次は，この表の１行目から５の点を含む

ものを除いてア行とし，それに３・５・６の点を組み合わせたものを加えて，その他の

各行を作っている。

以上述べたことからも，この配列表が点字記号の基礎であることは理解されよう。

( ) アルファベットと発音2
アルファベットは，東地中海地方で考案され，ギリシア・ローマ時代にヨーロッパ

全域に広まった。今では世界各地で用いられ，日本語のローマ字や中国語の音声表記

（ピンイン）などに用いられている。

英語では，普通，大文字と小文字が，活字体と筆記体の二とおりに表され，これら

の４種類は，それぞれ２６文字から成る。点字には，活字体と筆記体の区別はなく，

大文字と小文字も次のように小文字に大文字符を前置するだけで区別している。

a b c d e f g h i j

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ

k l m n o p q r s t

ｋ ｌ ｍ ｎ ｏ ｐ ｑ ｒ ｓ ｔ

u v w x y z

ｕ ｖ ｗ ｘ ｙ ｚ

゜a ゜b ゜c ゜d ゜e ゜f ゜g ゜h ゜i ゜j

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ

゜k ゜l ゜m ゜n ゜o ゜p ゜q ゜r ゜s ゜t

Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ Ｏ Ｐ Ｑ Ｒ Ｓ Ｔ

゜u ゜v ゜w ゜x ゜y ゜z

Ｕ Ｖ Ｗ Ｘ Ｙ Ｚ
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これらを次の５グループに分けて，アルファベットと発音の関係を学ぼう。

① 長くのばすと「イー」になるもの

b c d g p t v z

ｂ ｃ ｄ ｇ ｐ ｔ ｖ ｚ

これらの読みから後ろの「イー」という音をとると，これらの文字の表す発音に

なる。

bat bed city ｃ５ｎｔ５ｒ desk（例）

ｂａｔ ｂｅｄ ｃｉｔｙ ｃｅｎｔｅｒ ｄｅｓｋ

doll ゜giants page pen taxi

ｄｏｌｌ Ｇｉａｎｔｓ ｐａｇｅ ｐｅｎ ｔａｘｉ

ten visit zero zoo

ｔｅｎ ｖｉｓｉｔ ｚｅｒｏ ｚｏｏ

ただし，ｃには「ク」から「ウ」を，ｇには「グ」から「ウ」をとった発音があ

る。

ｃあｒ ｃooｋ がｇあｓ ｇoｌｆ（例）

ｃａｒ ｃｏｏｋ ｇａｓ ｇｏｌｆ

② 前に「エ」という音がつくもの

ｆ l m n s x

ｆ ｌ ｍ ｎ ｓ ｘ

これらの読みから前の「エ」という音をとると，これらの文字の表す発音にな

る。

fan fish like lip map mix（例）

ｆａｎ ｆｉｓｈ ｌｉｋｅ ｌｉｐ ｍａｐ ｍｉｘ

ｎ５ｔ ｎ５ｘｔ ｓｔ１ｒ ｓuｎぼ ｂoｘ

ｎｅｔ ｎｅｘｔ ｓｔａｒ ｓｕｎ ｂｏｘ

ただし，ｓは，濁る場合もある。

ｌoｓ５ぉぉｎ５ｗｓ ｎoｓ５ ｒiｓ５（例）

ｌｏｓｅ ｎｅｗｓ ｎｏｓｅ ｒｉｓｅ

③ 後ろに「エイ」という音のつくもの

ｊ ｋ

ｊ ｋ

これらの読みから後ろの「エイ」という音をとると，これらの文字の表す発

音になる。

ｊ１ｍ ｊoｋ５ ｋ５ｙ ｋ９ｎｇ（例）

ｊａｍ ｊｏｋｅ ｋｅｙ ｋｉｎｇ

④ 英語の母音を表すもの

１ ５ ９ o u

ａ ｅ ｉ ｏ ｕ

これらが，アルファベットの読みと同じように発音されるとき，その後ろに

発音されないｅが子音をはさんでつくことが多い。
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ｃあｋ５ ｆ１ｃ５ ｓｃ５ｎ５ ｆ９ｎ５（例）

ｃａｋｅ ｆａｃｅ ｓｃｅｎｅ ｆｉｎｅ

ｌ９ｆ５ ｈoｍ５ ｒoｓ５ ｃuｔ５ uｓ５

ｌｉｆｅ ｈｏｍｅ ｒｏｓｅ ｃｕｔｅ ｕｓｅ

ただし，発音しないｅがついても読みが異なる場合と，ｅがつかなくても，

これらと同じ発音を表す場合がある。

ｃoｍ５ ｄoｎ５ ｒuｌ５ ゜あｐｒ９ｌ（例）

ｃｏｍｅ ｄｏｎｅ ｒｕｌｅ Ａｐｒｉｌ

ｋ９ｎｄ ｇo ｈuｍ１ｎ ｍuｓ９ｃ

ｋｉｎｄ ｇｏ ｈｕｍａｎ ｍｕｓｉｃ

また，これらの文字は，単独又は二つ以上の組合せでいろいろな発音を表

す。

ｂあｔ ５ｇｇ ９ｎｋ ｐoｔ ｐuｔ（例）

ｂａｔ ｅｇｇ ｉｎｋ ｐｏｔ ｐｕｔ

ｍ１９ｎ ゜１uｇuｓｔ ｓ５１ ｂ５１uｔｙ ｂ５５

ｍａｉｎ Ａｕｇｕｓｔ ｓｅａ ｂｅａｕｔｙ ｂｅｅ

ｆ９５ｌｄ ｂo１ｔ ｃo９ｎ ｂooｋ ｐooｌ

ｆｉｅｌｄ ｂｏａｔ ｃｏｉｎ ｂｏｏｋ ｐｏｏｌ

ｙouｎｇ ｍouｎｔ１９ｎ ｆｒu９ｔ

ｙｏｕｎｇ ｍｏｕｎｔａｉｎ ｆｒｕｉｔ

⑤ その他の文字

ｈ ｑ ｒ ｗ ｙ

ｈ ｑ ｒ ｗ ｙ

これらのうち，ｈは日本語のハ行に，ｒはラ行に，ｗはワ行に，ｙはヤ行に

似た発音を表すこともある。

ｈ１ｎｄ ｈ９ｎｔ ｈoｔ ｒ５ｄ ｒ９ｃ５ ｒuｎ（例）

ｈａｎｄ ｈｉｎｔ ｈｏｔ ｒｅｄ ｒｉｃｅ ｒｕｎ

ｗ１ｘ ｗ５ｔ ｗooｄ ｙ１ｒｄ ｙ５ｓ ｙou

ｗａｘ ｗｅｔ ｗｏｏｄ ｙａｒｄ ｙｅｓ ｙｏｕ

これらの文字は，前のグループの文字と組み合わせて，長母音や二重母音又

は三重母音を表す場合もある。

１ｈ oｈ ｃ１ｒｐ５ｎｔ５ｒ ｈ１９ｒ ｆ９ｒ５（例）

ａｈ ｏｈ ｃａｒｐｅｎｔｅｒ ｈａｉｒ ｆｉｒｅ

ｂoｒｎ ｔuｒｎ ｓ１ｗ ｎ５ｗ ｔoｗｎ

ｂｏｒｎ ｔｕｒｎ ｓａｗ ｎｅｗ ｔｏｗｎ

ｄあｙ ５ｙ５ ｂoｙ ｐｌ１ｙ５ｒ

ｄａｙ ｅｙｅ ｂｏｙ ｐｌａｙｅｒ

ｙにはｉと同じ用い方があり，ｑはｕと組み合わせて用いられる。

ｂ９ｃｙｃｌ５ ｃ９ｔｙ ｍｙ ｔｙｐ５（例）

ｂｉｃｙｃｌｅ ｃｉｔｙ ｍｙ ｔｙｐｅ
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ｑu５５ｎ ｑu９ｃｋｌｙ ｑu９ｔ５

ｑｕｅｅｎ ｑｕｉｃｋｌｙ ｑｕｉｔｅ

ｈは他の文字に添えて別の子音をも表すことがある。

ｃｈuｒｃｈ ｈ５１ｄ１３ｈ５ ｇｈoｓｔ ５ｎouｇｈ（例）

ｃｈｕｒｃｈ ｈｅａｄａｃｈｅ ｇｈｏｓｔ ｅｎｏｕｇｈ

ｔ５ｌ５ｐｈoｎ５ ｓｈ５ ｓｈ９ｐ ｔｈ５

ｔｅｌｅｐｈｏｎｅ ｓｈｅ ｓｈｉｐ ｔｈｅ

ｔｈ１ｎｋｓ ｗｈ９ｔ５

ｔｈａｎｋｓ ｗｈｉｔｅ

⑥ 子音と子音の結び付き

日本語と違って，英語では次のような子音と子音の結び付きがみられる。

ｂ１ｃｋ ｂ１ｎｋ ｃ１ｍｐ ｄｒ５ｓｓ（例）

ｂａｃｋ ｂａｎｋ ｃａｍｐ ｄｒｅｓｓ

ｌ９ｔｔｌ５ ｈ１ｎｄ ｓｋｙ ｓｌ９ｐ ｓｍ１ｌｌ

ｌｉｔｔｌｅ ｈａｎｄ ｓｋｙ ｓｌｉｐ ｓｍａｌｌ

ｓｎoｗ ｓoｎｇ ｓｐｒ９ｎｇ ｓｔ１ｍｐ

ｓｎｏｗ ｓｏｎｇ ｓｐｒｉｎｇ ｓｔａｍｐ

ｓｔｒoｎｇ ｓｗ９ｍ ｔ５ｘｔ ｔｒ１９ｎ

ｓｔｒｏｎｇ ｓｗｉｍ ｔｅｘｔ ｔｒａｉｎ

中でも，他の文字とｌかｒの組合せには，特に発音上注意を要する。

ｂｌoｃｋ ｂｒ５１ｄ ｃｌあｓｓ ｃｒｙ ｃｌoｓ５（例）

ｂｌｏｃｋ ｂｒｅａｄ ｃｌａｓｓ ｃｒｙ ｃｌｏｓｅ

ｃｒoｓｓ ｆｌｙ ｆｒ５ｓｈ ｇｌあｓｓ

ｃｒｏｓｓ ｆｌｙ ｆｒｅｓｈ ｇｌａｓｓ

ｇｒ１ｓｓ ｐｌ１ｙ ｐｒ５ｓ５ｎｔ

ｇｒａｓｓ ｐｌａｙ ｐｒｅｓｅｎｔ

⑦ 発音されない綴り字

英語には，歴史的変化などで発音されない綴り字がある。

ｂoｍｂ ５９ｇｈｔ ｋｎoｗ ｌあｋ５（例）

ｂｏｍｂ ｅｉｇｈｔ ｋｎｏｗ ｌａｋｅ

oｆｔ５ｎ ゜ｗ５ｄｎ５ｓｄ１ｙ ｗｒ９ｔ５

ｏｆｔｅｎ Ｗｅｄｎｅｓｄａｙ ｗｒｉｔｅ

( ) 句読符と点字独特の記号3

＝゜ｐuｎｃｔuあｔ９oｎ ゜ｍ１ちｋｓ＝① 句読符

（ ）Punctuation Marks
英語の単語の綴りは続けて書き，単語と単語の間は１マスあけて書く。さらに，

それ以上のまとまりで必要な場合，句読符を用いる。点字の句読符の使用法は，普通

の文字の場合と同じである。そこでコンピュータのフルキーボードの場合も，その順
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序に対応する記号のキーを打つだけでよい。

(ｱ) コンマ □□ （ ）＝ｃoｍｍ１＝ , ,
( )comma
最も短い句切りに用いる。

(例)

゜i can swim, too.

I can swim, too.
（私も泳げます ）。

(ｲ) セミコロン □□ （ ）＝semiｃolon＝ ; ;
( )semicolon
二つの文が重なってできた文の前の部分の終わりなどに用いる。

(例)

゜Mary drives a red car; ゜Ken

Mary drives a red car; Ken

drives a white one.

drives a white one.
（メリーは赤い車を運転し，ケンは白い車を運転する ）。

(ｳ) コロン □□ ）＝ｃolon＝ ：（:
( )colon
セミコロンよりも大きな区切りに用いる。なお，固有名詞などの特別の場合

を除けば，コンマやセミコロンの後ろは，１マスあけて小文字で書き始める

が，コロンの後ろは，１マスあけた後，文の初めと同じく再び大文字で書き

始める。すなわち，シナリオなどの場合は，配役名などの後ろにコロンを打

ち，１マスあけて，せりふを大文字で書き始める。

(例)

゜Mike： ゜ｔｈ１ｎｋ ｙou, ゜ｔoｍ。

Mike: Thank you, Tom.
（マイク：トムありがとう ）。

(ｴ) ピリオド □□ （ ）＝ｐ５ｒ９oｄ＝ . .
（ ）period
文の終わりの区切りに用いる。

(例)

゜do your best.

Do your best.
（あなたの最善を尽くしなさい ）。

(ｵ) 疑問符 □□ （ ）＝ｑu５ｓｔ９oｎ ｍあｒｋ＝ ( ?
( )question mark
疑問文の終わりの区切りに用いる。
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(例)

゜wh5n do you get up(

When do you get up?
(あなたはいつ起きますか？)

(ｶ) 感嘆符 □□ （ ）=exclamation mark= ! !
( )exclamation mark
驚き・怒り・喜びなどの気持ちを表すために用いる。

（例）

゜ｈoｗ ｐｒ５ｔｔｙ！

How pretty!
(なんとかわいいのでしょう。)

(ｷ) アポストロフィー □□ （）＝あｐoｓｔｒoｐｈ５＝ ’ '
( )apostrophe
綴りの一部の省略を表すために用いる。

(例)

ｄo ｎoｔ ｄoｎ’ｔ→

do not don't→

「～のもの」という意味を表すために用いる。

(例)

゜５ｍ９’ｓ ２１ｇ

Emi's bag
（ ）絵美のかばん

(ｸ) ハイフン □□ □□（ ）＝ｈｙｐｈ５ｎ＝ ＿ -
( )hyphen
複合語などのつなぎに用いる。

(例)

$５＿ｍ１９ｌ

e-mail
(Ｅメール)

（ｹ) ダッシュ □□ □□（―）＝ｄ１ｓｈ＝ ＿＿

( )dash
文中の追加説明などに用いる。

（例）

゜あｐｐｌ５ｓ,＜ｂ１ｎ１ｎ１ｓ, あｎｄ

Apples, bananas, and

oｒあｎｇ５ｓ＿＿ｔｈ５ｓ５ あｒ５ ｈ９ｓ

oranges these are his―

ｆ１ｖoｒ９ｔ５ ｆｒu９ｔｓ。

favorite fruits.
（りんご，バナナ，そしてオレンジ，これらは彼の好きな果物です ）。
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(ｺ) 丸括弧 □□ （ ）＝ｐあｒ５ｎｔｈ５ｓ９ｓ＝ = =

( )parenthesis
語句の注記や部分強調又は部分省略などに用いる。

（例）

y51r=s=

( )year s
(ｻ) 角括弧 □□ ［ ］＝ｂｒ１ｃｋ５ｔ＝ ゜= =’

（ ）bracket
語句の注記などに用いる。

（例）

゜=ｓ５５ ｐ１ｇ５ #２=’

［ ］see page 2
（２ページを見なさい ）。

(ｼ) コーテーションマーク □ “ ”＝ｑuoｔ１ｔ９oｎ ｍ１ｒｋ＝ ( ん

( )quotation mark
会話などの引用に用いる。

（例）

゜ｈ５ ｓあ９ｄ, (゜９ １ｍ １ ３１ｔ。ん

He said, I am a cat."“

（ 我輩は猫である」と彼は言った ）「 。

＝９ｎｎ５ｒ ｑuoｔ１ｔ９oｎ(ｽ) インナーコーテーションマーク

□ ‘ ’ｍ１ｒｋ＝ ゜( ん’

( )inner quotation mark
引用中の引用に用いる。

（例）

゜sｈ５ ｓあ９ｄ, (゜Pl51s5 r51d ゜(゜harry

She said, "Please read 'Harry

゜pott5r.ん’ん

Potter.'"
（彼女は 「 ハリー・ポッター』をお読みなさい」と言った ），『 。

(ｾ) エリプシス （…）＝５ｌｌ９ｐｓ９ｓ＝ ’’’

( )ellipsis
単語や文字などの省略に用いる。

(例)

゜do you l9k5 ’’’(

Do you like ?…

（あなたは…が好きですか ）。
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＝゜ｓｐ５ｃ９１ｌ ゜２ｒ１９ｌｌ５② 点字独特の記号

゜３oｍｐoｓ９ｔ９oｎ ｓ９ｇｎｓ＝

( )Special Braille Composition signs
点字は，普通の文字のように文字の形や大きさを変えられないので，これらを

表す場合，特別な記号を用いる。

(ｱ) 大文字符 □□＝ｃあｐ９ｔ１ｌ ｓ９ｎｇ＝ ゜

( )capital sign
固有名詞や文の初めなど，頭文字一文字だけが大文字の場合に，その文字

の前に用いる。

(例)

゜ｇ５oｒｇ５ ゜ｗ１ｓｈ９ｎｇｔoｎ

George Washington
(ｲ) 二重大文字符 □□＝ｄou２ｌ５ ｃあｐ９ｔ１ｌ ｓ９ｎｇ＝ ゜゜

( ）double capital sign
単語全部が大文字で書かれている場合に，その単語の前に用いる。

（例）

゜゜ｍｄ

（ミニディスク）MD
，※ などのように一文字だけの単語には゜９ ゜１ｍ ゜あ ゜ｃ１ｔ。

I Am A Cat.

゜゜ｄ ゜゜ｙ ゜゜ｌ ゜゜ｍ５(普通の大文字符を用いるが，

DO YOU LIKE ME?
などの略字は，一文字ではなく一語であるから二重大文字符を用いる。

(ｳ) イタリック符 □□＝９ｔ１ｌ９ｃ ｓ９ｇｎ＝

ｋ

（ ）italic sign
特に注意をひくために，斜めの字体で書かれている単語の前にこれを用

いる。イタリック符は読みにくいから，特に必要な場合にだけ用いるのが

よい。なお，イタリック符は単語全部に及ぶものであるから，複合語のハ

イフンのあとで，再びイタリック符を用いる必要はない。

(例)

゜９ ｌ９ｋ５ ｍ１ｎｇ１．

ｋ

I like .manga

ｂｒoｗｎ「５ｙ５ｄ ｇ９ｒｌ

ｋ ｋ

brown-eyed girl
（茶色の目の娘）

＝ｄou２ｌ５ ９ｔ１ｌ９ｃ ｓ９ｇｎ＝(ｴ) 二重イタリック符

（ ）double italic sign
□□ □□

ｋｋ ｋ

’ ’ ’ ’ ’ ’

４語以上がイタリックで書かれている場合には，最初の単語の前に二重イ

タリック符を用い，最後の単語の前に普通のイタリック符を用いる。
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(例)

゜ｒoｍ５ ｗ１ｓ ｎoｔ ｂu９ｌｔ ９ｎ １ ｄ１ｙ。

ｋｋ ｋ

Rome was not built in a day.
（ローマは一日にしてならず ）。

(ｵ) 文字符 □□＝ｌ５ｔｔ５ｒ ｓ９ｇｎ＝ $

（ ）letter sign
これは，日本語では外字符として用いられているが，英語ではその文字が

， 。点字略字ではなく アルファベットの一つの文字であることを示している

（例）

$゜ｂ ９ｓ ｔｈ５ ｓ５ｃoｎｄ ｌ５ｔｔ５ｒ oｆ ｔｈ５

B is the second letter of the

゜５ｎｇｌ９ｓｈ あｌｐｈあｂ５ｔ。

English alphabet.
（Ｂは英語のアルファベットの２番目の文字です ）。

＝ｔ５ｒｍ９ｎ１ｔ９oｎ ｓ９ｇｎ＝(ｶ) ターミネーション符

( )termination sign
□□ □□゜’

辞書や文法書などで，語の初めや中ほどの一部だけが大文字かイタリック

体になっている場合，それが終わったことを示す記号である。なお，語の

途中から大文字かイタリック体になる場合には，ハイフンで前を区切る。

（例）

$゜゜Cd゜’s

CDs

③ これらの記号の提示順序

句読符と点字独特の記号が二つ以上重なった場合には，次の順序に書き表すこ

とになっている。

(ｱ) 丸括弧か角括弧の開き

(ｲ) コーテーションマークの開き

(ｳ) イタリック符

(ｴ) 文字符

(ｵ) アポストロフィー

(ｶ) 大文字符

(ｷ) アクセント符

(ｸ) 閉じの記号は開きの逆

(例)

＝( $゜ｚ ９ｓ ｔｈ５ ｌ１ｓｔ。ん＝

ｋｋ ｋ

（ ）" ."Z is the last
（Ｚは最後である ）。
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④ 英語と日本語の記号の相違点

仮名文字の数は，アルファベットの二倍もあるので，句読符などを共通にする

ことは難しい。主な相違点は，次のとおりである。

(ｱ) コンマやセミコロンと読点や中点

（ ） （ ） ， 「 」コンマ ２の点 やセミコロン ２・３の点 は 促音符や古文の ゐ

と重なるので，中点（５の点）や読点（５・６の点）は半マス後ろにずら

らしてある。また，中点や読点の用法は，コンマ・セミコロンのように厳

密ではなく，点字は特にあいまいだった。

(ｲ) 英語の疑問符（２・３・６の点）と日本語の疑問符（２・６の点）

英語の疑問符は， の略字□ □と重なるため，他の国とは別な記号en +

□ □に変えている。(

(ｳ) コーテーションマークとかぎ類

( ん $’ ゜； _「 「□□ → □□ 又は □□

“ ” 「 」 「 」

゜( ん’ $「 「；□□ → □□

‘ ’ 『 』

， ， （ ）などのように 英語と日本語の記号は異なっているが 撥音符の□ □ んん

と重なるのでやむを得ない。

(ｴ) 角括弧 □□ （英語）と □□ （日本語）゜＝ ＝ ・＝ ＝一’

ワ行の「ワ」のため，点が上がっている。

(ｵ) ダッシュと棒線

，□□ □□ → □□ □□などと高さとマスあけが異なるが「「 ：：

ダッシュ 棒線

かぎや長音符との混同を避けるためやむを得ない相違点である。

(ｶ) エリプシスと点線

□□ □□ → □□ □□などと，その高さが異なっている’’’ 一一一

エリプシス 点 線

が，ワ行の「ワ」との混同を避けるためやむを得ない。

(ｷ) 文字符と外字符及び外国語引用符

□ □は，英語では点字略字ではないアルファベットそのものであるこ$

とを示すが，日本語では外国の文字であることを示し，意味が異なる。ま

た， □□ は，英語ではコーテーションマークだが，日本語では外国の( ん

語句や文字を表す記号である点が異なっている。

☆ 辞書や参考書又は試験問題などで，これらが混ざって出てきたとき，

その使い分けを注意する必要がある。

( ) 発音記号の書き方4
単語の発音を点字で表記する記号として，日本では 式の発音表記をDaniel Jones

基に，１９３３年にイギリスで決められたものが使われている。現在，発音表記で

一般的に使われている国際音声記号は， 式と比較すると，記号の数だDaniel Jones
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けでなく補助記号も多く使われている。そのため，教科書及びこの資料編では，従

来よりの表記を採用している。なお，国際音声記号の点字表記については北米点字

委員会（ ）のホームページを参照して頂きたい。BANA
① 発音記号に伴う符号

$ ；(ｱ) 発音記号符 □□

発音記号の前後を囲む。

(ｲ) 第一ストレス符（ ）primary stress sign
（４・５・６の点）|

最も強いアクセントの母音の前に置く。

(ｳ) 第二ストレス符（ ）secondary stress sign
（４・５の点）^

二番目のアクセントの母音の前に置く。

② 母音（Ｖｏｗｅｌ）

$お：； ｓ５５ $ｓお：；―

［ｉ ］ ［ｓｉ ］Æ Æsee

$お； おｎ $おｎ；―

［ｉ］ ［ｉｎ］in

$５； ｂｒ５１ｄ $ｂｒ５ｄ；―

［ｅ］ ［ｂｒｅｄ］bread

$く； C１ｔ $ｋくｔ；―

［ ］ ［ｋ ｔ］Ê Êcat

$*：； ｆ１ｔｈ５ｒ $ｆ|*：せ+ ｒ；―

ｋ

［ ］ ［ｆ ］ªÆ ΩÆßfather ｒ

$*； ｄｒoｐ $ｄｒ*ｐ；―

［ ］ ［ｄｒ ｐ （米）ª ªdrop ］

${； ｄｒoｐ $ｄｒ{ｐ；―

［ ］ ［ｄｒ ｐ （英）§ §drop ］

${：； ｂ１ｌｌ $ｂ{：ｌ；―

［ ］ ［ｂ ｌ］§Æ §Æball

$u； ｆooｔ $ｆuｔ；―

［ｕ］ ［ｆｕｔ］foot

$u：； ｍooｎ $ｍu：ｎ；―

［ｕ ］ ［ｍｕ ｎ］Æ Æmoon

$ﾕ； Cuｐ $ｋﾕｐ；―

［ ］ ［ｋ ｐ］¥ ¥cup

$+：； ｂおｒｄ $ｂ+： ｒｄ；―

ｋ

［ ］ ［ｂ ｄ］ßÆ ßÆbird ｒ

$+； ゜１ｍ５ｒおC１ $+ｍ|５ｒおｋ+；―

［ ］ ［ ｍ ｒｉｋ ］ß ß È ßAmerica



- 43 -

$５お； ｆ１C５ $ｆ５おｓ；―

［ｅｉ］ ［ｆｅｉｓ］face

$ou； ｇo $ｇou；―

［ｏｕ］ ［ｇｏｕ］go

$１お； ｔおｍ５ $ｔ１おｍ；―

［ａｉ］ ［ｔａｉｍ］time

$１u； ｈouｓ５ $ｈ１uｓ；―

［ａｕ］ ［ｈａｕｓ］house

${お； ｂoｙ $ｂ{お；―

［ ｉ］ ［ｂ ｉ］§ §boy

$お+； ｈ５ｒ５ $ｈお+ ｒ；―

ｋ

［ｉ ］ ［ｈｉ ］ß ßhere ｒ

$５+； ｈ１おｒ $ｈ５+ ｒ；―

ｋ

［ｅ ］ ［ｈｅ ］ß ßhair ｒ

${：； ｄooｒ $ｄ{： ｒ；―

ｋ

［ ］ ［ｄ ］§Æ §Ædoor ｒ

$u+； ｐooｒ $ｐu+ ｒ；―

ｋ

［ｕ ］ ［ｐｕ ］ß ßpoor ｒ

③ 子音（ ）Consonant

$ｐ； ｐ５ｎ $ｐ５ｎ；―

［ｐ］ ［ｐｅｎ］pen

$ｂ； ｂox $ｂ*ｋｓ；―

［ｂ］ ［ｂ ｋｓ］box ª

$ｔ； ｔｒ５５ $ｔｒお：；―

［ｔ］ ［ｔｒｉ ］tree Æ

$ｄ； ｄ５ｓｋ $ｄ５ｓｋ；―

［ｄ］ ［ｄｅｓｋ］desk

$ｋ； CｌoCｋ $ｋｌ*ｋ；―

［ｋ］ ［ｋｌ ｋ］clock ª

$ｇ； ｇooｄ $ｇuｄ；―

［ｇ］ ［ｇｕｄ］good

$ｔさ； Cｈ１おｒ $ｔさ５+ ｒ；―

ｋ

［ｔ ］ ［ｔ ｅ ］∏ ∏ ßchair ｒ

$ｄほ； ｊuｍｐ $ｄほﾕｍｐ；―

［ｄ ］ ［ｄ ｍｐ］æ æ¥jump

$ｔｓ； ｌ５ｔ’ｓ $ｌ５ｔｓ；―

［ｔｓ］ ［ｌｅｔｓ］let's

$ｄｚ； ｂ９ｒｄｓ $ｂ+： ｒｄｚ；―

ｋ

［ｄｚ］ ［ｂ ｄｚ］birds ßÆｒ
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$ｍ； ｍ５ $ｍ９：；―

［ｍ］ ［ｍｉ ］me Æ

$ｎ； ｎ５ｔ $ｎ５ｔ；―

［ｎ］ ［ｎｅｔ］net

$け； ｓ９ｎｇ $ｓ９け；―

［ ］ ［ｓｉ ］ø øsing

$ｌ； ｌ９ｌｙ $ｌ|９ｌ９；―

［ｌ］ ［ｌ ｌｉ］lily Ì

$ｆ； ｆouｒ $ｆ{： ｒ；―

ｋ

［ｆ］ ［ｆ ］four §Æｒ

$ｖ； oｆ $*ｖ；―

［ｖ］ ［ ｖ］of ª

$す； ｔｈ１ｎｋ $すくけｋ；―

［ ］ ［ ｋ］∑ ∑Êøthank

$せ； ｔｈ９ｓ $せ９ｓ；―

［ ］ ［ ｉｓ］ this

$ｓ； ｓ５１ $ｓ９：；―

［ｓ］ ［ｓｉ ］sea Æ

$ｚ； ９ｓ $９ｚ；―

［ｚ］ ［ｉｚ］is

$さ； ｓｈ９ｐ $さ９ｐ；―

［ ］ ［ ｉｐ］∏ ∏ship

$ほ； uｓuあｌ $ｊ|u：ほu+ｌ；―

［ ］ ［ｊ ｕ ｌ］æ ˙Ææ ßusual

$ｒ； ｒ５ｄ $ｒ５ｄ；―

［ｒ］ ［ｒｅｄ］red

$ｈ； ｈ１ｎｄ $ｈくｎｄ；―

［ｈ］ ［ｈ ｎｄ］hand Ê

$ｗ； ｗoｍ１ｎ $ｗ|uｍ+ｎ；―

［ｗ］ ［ｗ ｍ ｎ］woman ˙ ß

$ｊ； ｙ５ｓ $ｊ５ｓ；―

［ｊ］ ［ｊｅｓ］yes

$ｈｗ； ｗｈ９ｔ５ $ｈｗ１９ｔ；―

［ｈｗ］ ［ｈｗａｉｔ］white
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( ) 点字略字の解説Ⅰ5
， 。第２学年からは アメリカやイギリスで現在普通に用いられている英語点字を学ぶ

第１学年で学んだアルファベットや句読符の外に，点字独特の略字を，よく出てくる

単語や綴り字のグループを表すために用いる。点字略字は，主として読む速さ，特に

黙読の速さを普通の文字を読む速さに近付けるために用いられている。さらに，書く

速さは，略字を用いれば普通の文字を書く速さより断然速くなる。そこで，中学生の

うちにその記号や使い方をマスターして高等部の教科書や外国の本を自由に読みこな

し，英語を一層正確に速く書くことができるようになろう。

① １マスの短縮語( )One-cell Whole-word Contractions
(ｱ) アルファベットと同じ形のもの

― ｂｕｔ ― ｃａｎ ― ｄｏｂ ｃ ｄ

― ｅｖｅｒｙ ― ｆｒｏｍ ― ｇｏ５ ｆ ｇ

― ｈａｖｅ ― ｊｕｓｔ（ちょうど）ｈ ｊ

― ｋｎｏｗｌｅｄｇｅ（知識） ― ｌｉｋｅｋ ｌ

― ｍｏｒｅ ― ｎｏｔ ― ｐｅｏｐｌｅｍ ｎ ｐ

― ｑｕｉｔｅ ― ｒａｔｈｅｒ（むしろ） ― ｓｏｑ ｒ ｓ

― ｔｈａｔ ― ｕｓ ― ｖｅｒｙｔ Ｕ ｖ

― ｗｉｌｌ ― ｉｔ ― ｙｏｕ ― ａｓｗ ｘ ｙ ｚ

(ｲ) その他の１マスの短縮語

― ａｎｄ ― ｆｏｒ ― ｏｆ ― ｔｈｅ＆ め み ほ

― ｗｉｔｈ ― ｃｈｉｌｄ ― ｓｈａｌｌも か く

― ｔｈｉｓ ― ｗｈｉｃｈ ― ｏｕｔす さ し

― ｓｔｉｌｌ（まだ）や

② 使い方

これら３４語は，単語全体を１マスの記号で表す短縮語である。１マスであって

， 。 ， ，も文字ではなく単語であるから その前後ろを１マスあける ただし 次の場合は

マスあけしない。

(ｱ) コンマ，セミコロン，コロン，ピリオドなどの句読符とは続ける。



- 46 -

(ｲ) 大文字符，イタリック符など点字独特の記号とは続ける。

(ｳ) ａ及びａｎｄ，ｆｏｒ，ｏｆ，ｔｈｅ，ｗｉｔｈの５つの短縮語が連続する場

合，互いに続け合う。

(使い方の例)

゜ｔoｍ： ゜さ ｄ ｙ ｌ ２５ｔｔ５ｒ, す oｒ ｔ(

゜２９ｌｌ： ゜９ ｌ す ＢＥＴＴＥＲ。 ゜フワｓ ｖ ｎｉｃｅ。

→ Ｔｏｍ：Ｗｈｉｃｈ ｄｏ ｙｏｕ ｌｉｋｅ ｂｅｔｔｅｒ，ｔｈｉｓ

ｏｒ ｔｈａｔ？

Ｂｉｌｌ：Ｉ ｌｉｋｅ ｔｈｉｓ ｂｅｔｔｅｒ． Ｉｔ’ｓ ｖｅｒｙ

ｎｉｃｅ．

（トム：あなたは，これとあれと，どちらが好きですか。

ビル：このほうが好きです。とてもすてきだよ ）。

゜ｈ５ ３ワｔ ｇ ∥。 ゜２ ＷＥ Ｗ Ｇ ∥。

→ Ｈｅ ｃａｎ’ｔ ｇｏ ｏｕｔ． Ｂｕｔ ｗｅ ｗｉｌｌ ｇｏ ｏｕｔ．

（彼は，外出できません。でも，ぼくたちは，外出します ）。

゜ＷＨＡＴ ク ゜９ る(

→ Ｗｈａｔ ｓｈａｌｌ Ｉ ｄｏ？

（どうしようか ）。

゜ｙ ｃ ｇ も ｕ。

→ Ｙｏｕ ｃａｎ ｇｏ ｗｉｔｈ ｕｓ．

（あなたは，私たちといっしょに行けます ）。

（゜ｙワｒ５ ｎ ｚ ｂｉｇ ｚ ｔ ｂｏｙ。ん

→ “Ｙｏｕ’ｒｅ ｎｏｔ ａｓ ｂｉｇ ａｓ ｔｈａｔ ｂｏｙ ”．

（君は，あの男の子ほどそんなに大きくはない ）。

゜∫ か みほ ｍａｎ ｗａｎｔｓ ｔｏ ｈ ａ ｃａｔ も

ｂｌａｃｋ ｅｙｅｓ へａ ｄｏｇ もａ ｌｏｎｇ ｔａｉｌ。

→ Ｔｈｅ ｃｈｉｌｄ ｏｆ ｔｈｅ ｍａｎ ｗａｎｔｓ ｔｏ ｈａｖｅ

ａ ｃａｔ ｗｉｔｈ ｂｌａｃｋ ｅｙｅｓ ａｎｄ ａ ｄｏｇ

ｗｉｔｈ ａ ｌｏｎｇ ｔａｉｌ．

（その男の人の子供は，黒い目の猫と長いしっぽの犬を，飼いたがっている ）。
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゜ａ ｎ１ｔ９ｏｎ ｉｓ めほ ねワの ｈａｐｐｉｎｅｓｓ。

→ Ａ ｎａｔｉｏｎ ｉｓ ｆｏｒ ｔｈｅ ｐｅｏｐｌｅ’ｓ

ｈａｐｐｉｎｅｓｓ．

（国家は人々の幸福のためにあるのです ）。

（使ってはならない例）

（Ｈｅ ｌｉｋｅｓ ａｐｐｌｅｓ ）゜ｈ５ ｌ９ｋ５ｓ １ｐｐｌ５ｓ。 ．

゜ｈ５ ｇＯＥＳ し。のｌｉｋｅｓをｌｓと書いてはならない。また，

（Ｈｅ ｇｏｅｓ ｏｕｔ ）のｇｏｅｓをｇｅｓと書いてはならない。．

（Ｂｉｌｌ゜ｂ９ｌｌ ｄｏｅｓ ｎ ｌ ほ ｐｅｏｐｌｅｓ。

ｄｏｅｓ ｎｏｔ ｌｉｋｅ ｔｈｅ ｐｅｏｐｌｅｓ ）のｄｏｅｓを．

ｄｅｓと書いてはならない。また，ｐｅｏｐｌｅｓをｐｓと書いてはならな

い。

③ 学習のヒント

(ｱ) アルファベットと同じ形のもののうち，ｉｔとａｓ以外は頭文字で表して

いる。またａ，ｉ，ｏはそれだけで単語になるから略字には用いない。

(ｲ) ｄｏ，ｇｏ，ｌｉｋｅ，ｐｅｏｐｌｅなどの短縮語は，１マスで語全体を

表すから，活用語尾や複数の‐ｓ，‐ｅｓが付く場合には，用いることがで

きない。

(ｳ) □ □や□ □などが，単語の一部を短縮する点字略字として用いられる＆ ＊

場合については，後に学ぶ。

(ｴ) “ｂ ｂｕｔ，ｂｕｔ ｂ”などと，唱えて記憶するのもよい。
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( ) 点字略字の解説Ⅱ6
① ２マスの短縮語( )Two-cell Initial-letter Contractions

(ｱ) ５の点と組み合わせるもの

― ｄａｙ ― ｅｖｅｒ ― ｆａｔｈｅｒ・ｄ ・５ ・ｆ

（ ）・ｈ ・ｋ ・ｌ― ｈｅｒｅ ― ｋｎｏｗ ― ｌｏｒｄ 君主

― ｍｏｔｈｅｒ ― ｎａｍｅ ― ｏｎｅ・ｍ ・ｎ ・Ｏ

― ｐａｒｔ ― ｑｕｅｓｔｉｏｎ ― ｒｉｇｈｔ・ｐ ・ｑ ・ｒ

― ｓｏｍｅ ― ｔｉｍｅ ― ｕｎｄｅｒ・ｓ ・ｔ ・Ｕ

― ｗｏｒｋ ― ｙｏｕｎｇ ― ｔｈｅｒｅ・ｗ ・ｙ ・ほ

― ｃｈａｒａｃｔｅｒ（性格） ― ｔｈｒｏｕｇｈ・カ ・す

― ｗｈｅｒｅ・さ

― ｏｕｇｈｔ（ｏｕｇｈｔ ｔｏ～ …すべきである）・し

(ｲ) ４・５の点と組み合わせるもの

― ｕｐｏｎ ― ｗｏｒｄ ― ｔｈｅｓｅ＾ｕ ＾ｗ ＾ほ

― ｔｈｏｓｅ ― ｗｈｏｓｅ＾す ＾さ

(ｳ) ４・５・６の点と組み合わせるもの

― ｃａｎｎｏｔ ― ｈａｄ ― ｍａｎｙ｜３ ｜ｈ ｜ｍ

― ｓｐｉｒｉｔ（精神） ― ｗｏｒｌｄ｜ｓ ｜ｗ

― ｔｈｅｉｒ｜ほ

② 使い方

これらの３３語は，前置点と頭文字との２マスで表した短縮語である。これらの

前後ろは，１マスあける。ただし，次の場合は，マスあけしない。

(ｱ) コンマ，セミコロン，コロン，ピリオドなどの句読符とは続ける。

(ｲ) 大文字符，イタリック符などの点字独特の記号とは続ける。

(ｳ) これらが語の一部であっても，元の発音を残し，意味が不明瞭にならない場

合は，これらを他の綴りと続けて用いることができる。
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（使い方の例）

¶Ｄ Ｙ ・ｋ ほ ・ｎ み ｍｙ ・ｍ（

→ Ｄｏ ｙｏｕ ｋｎｏｗ ｔｈｅ ｎａｍｅ ｏｆ ｍｙ ｍｏｔｈｅｒ？

（あなたは，ぼくの母の名前を知っていますか ）。

¶｜ほ ・ｆ ｜ｈ ｜ｍ ・ｙＥＲ ＳＩＳＴＥＲＳ∋

．→ Ｔｈｅｉｒ ｆａｔｈｅｒ ｈａｄ ｍａｎｙ ｙｏｕｎｇｅｒ ｓｉｓｔｅｒｓ

（彼らの父親には，妹がたくさんいました ）。

¶・ほ ＡＲＥ ・ｓ Ｐ ・Ｕ ∫ ＴＲＥＥ∋

→ Ｔｈｅｒｅ ａｒｅ ｓｏｍｅ ｐｅｏｐｌｅ ｕｎｄｅｒ ｔｈｅ ｔｒｅｅ．

（その木の下に何人かの人がいます ）。

¶＾す Ｐ ｜３ Ｇ ・ほ∋

→ Ｔｈｏｓｅ ｐｅｏｐｌｅ ｃａｎｎｏｔ ｇｏ ｔｈｅｒｅ．

（あの人たちは，そこへ行けません ）。

¶＾ほ Ｐ ＡＲＥ Ｖ ・ｙ∋

→ Ｔｈｅｓｅ ｐｅｏｐｌｅ ａｒｅ ｖｅｒｙ ｙｏｕｎｇ．

（この人たちは，とても若い ）。

¶｜ｍ ＢＯＹＳ へ ｇｉｒｌｓ ａｒｅ ・ｈ へ ・ほ∋

．→ Ｍａｎｙ ｂｏｙｓ ａｎｄ ｉｒｌｓ ａｒｅ ｈｅｒｅ ａｎｄ ｔｈｅｒｅg
（たくさんの男の子や女の子があちこちにいます ）。

¶ａｌｌ ・ｒっ ¶・ｍゑ

→ Ａｌｌ ｒｉｇｈｔ，Ｍｏｔｈｅｒ！

（いいよ，お母さん ）。

¶・さ ｄ ｙ ｃｏｍｅ ｆ（ ¶・さ ｄ ｙ ｇ（

→ Ｗｈｅｒｅ ｄｏ ｙｏｕ ｃｏｍｅ ｆｒｏｍ？ Ｗｈｅｒｅ ｄｏ ｙｏｕ

ｇｏ？

（どこから来て，どこへ行くの ）。

¶ｏｎｃｅ ＾ｕ ａ ｔｉｍｅッ ・ほ ｗａｓ ａｎ ｏｌｄ ｍａｎ∋

→ Ｏｎｃｅ ｕｐｏｎ ａ ｔｉｍｅ， ｔｈｅｒｅ ｗａｓ ａｎ ｏｌｄ ｍａｎ．

（むかし，むかし，ひとりのおじいさんがいました ）。
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¶＾さ ・Ｏ ｉｓ す（

→ Ｗｈｏｓｅ ｏｎｅ ｉｓ ｔｈｉｓ？

（これは，だれのものですか ）。

¶ほ ｄｏｇ ｒａｎ ・す ほ ｗｏｏｄｓ∋

→ Ｔｈｅ ｄｏｇ ｒａｎ ｔｈｒｏｕｇｈ ｔｈｅ ｗｏｏｄｓ．

（その犬は，森を走り抜けた ）。

¶ｉ ｜３ ・ｗ ・ほ∋

→ Ｉ ｃａｎｎｏｔ ｗｏｒｋ ｔｈｅｒｅ．

（私は，そこでは働けない ）。

¶ｈ ｙ ・５ ｓｅｅｎ ほ ・ｙ ｍａｎ（

→ Ｈａｖｅ ｙｏｕ ｅｖｅｒ ｓｅｅｎ ｔｈｅ ｙｏｕｎｇ ｍａｎ？

（今までにその青年に会ったことがありますか ）。

¶ｍａｙ ¶ｉ ａｓｋ ｙ ａ ・ｑ（

→ Ｍａｙ Ｉ ａｓｋ ｙｏｕ ａ ｑｕｅｓｔｉｏｎ？

（質問してもいいですか ）。

¶ａｓｉａ ｉｓ ａ ・ｐ みほ ｜ｗ∋

→ Ａｓｉａ ｉｓ ａ ｐａｒｔ ｏｆ ｔｈｅ ｗｏｒｌｄ．

（アジアは，世界の一部です ）。

→ Ｓｕｎｄａｙ¶ｓｕｎ・ｄ

→ ｅｖｅｒｙｂｏｄｙ・５ｙｂｏｄｙ

→ ｓｏｍｅｏｎｅ・ｓ・Ｏ

→ ｐａｒｔｙ・ｐｙ

→ ｐａｒｔ‐ｔｉｍｅ・ｐ「・ｔ

→ ｑｕｅｓｔｉｏｎｓ・ｑｓ

→ ｓｏｍｅｔｉｍｅｓ・ｓ・ｔｓ

→ ｗｏｒｋｓ・ｗｓ
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→ ｃｈａｒａｃｔｅｒｓ・カｓ

→ ｗｏｒｄｓ＾ｗｓ

→ ｓｐｉｒｉｔｓ｜ｓｓ

→ ｔｈｅｉｒｓ｜ほｓ

→ ｈａｄｎ’ｔ｜ｈｎ’ｔ

→ ｎｅｖｅｒｎ・５

（使ってはならない例）

ｆｅｖｅｒ［ｆ ｖ （熱情）を と書いてはならない （※発音注意）ÌÆ ßｒ］ 。ｆ・５

ａｔｍｏｓｐｈｅｒｅ［ ｔｍ ｓｆｉ （雰囲気）を と書¢ ß ßｒ］ あｔＭＯＳＰ・ｈ

いてはならない （※発音注意）。

ｅｎａｍｅｌ［ｉｎ ｍ ｌ （ほうろう）を と書いてはならない。¢ ß ］ ５・ｎｌ

（※発音注意）

ｃｅｎｔｉｍｅｔｅｒ［ｓ ｎｔｉｍｉ ｔ ］を と書いてはÈ Æ ßｒ ＣＥＮ・ｔｔＥＲ

ならない （※音節注意）。

ｂｏｕｎｄｅｒ［ｂ ｕｎｄ （成り上がり者）を と書いてはならなΩ ßｒ］ ｂＯ・Ｕ

い （※音節注意）。

ｓｗｏｒｄ［ｓ ｒｄ （刀）を と書いてはならない （※発音注意）§Æ ］ 。ｓ＾ｗ

③ 学習のヒント

(ｱ) 短縮語としての使い方は，２マスも１マスの場合と同じである。

(ｲ) （ｎａｍｅｄ （ｓｏｍｅｔｉｍｅｓ）などは，もとの発・ｎｄ ・ｓ・ｔｓ），

音を残し，意味も明瞭だから用いてもよいが， （ｅｎａｍｅｌ ，５ｎ１ｍ５ｌ ）

（ｃｅｎｔｉｍｅｔｅｒ）などは，発音も異なり，音節３５ｎｔ９ｍ５ｔ５ｒ

や語の構成要素の区切り目を越えるので，単語の一部の短縮，すなわち，短縮

部に用いることはできない。

(ｳ) 「５の点にｄは，ｄａｙ」などと友達と交替で当て合うのもよい。

(ｴ) 意味と関連させて記憶するのもよい。

（参考例）

（ｈｅｒｅ） （ｔｈｅｒｅ） （ｗｈｅｒｅ）・ｈ ・ほ ・さ

（ｆａｔｈｅｒ） （ｍｏｔｈｅｒ）・ｆ ・ｍ

（ｍａｎｙ） （ｍｏｒｅ）｜ｍ ｍ
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（ｃａｎ） （ｃａｎｎｏｔ）ｃ ｜ｃ

（ｈａｖｅ） （ｈａｄ） （ｈａｄ’ｔ）ｈ ｜ｈ ｜ｈｎ’ｔ

（ｋｎｏｗ） （ｋｎｏｗｎ） （ｋｎｏｗｌｅｄｇｅ）・ｋ ・ｋｎ ｋ

（ｔｈｉｓ） （ｔｈｅｓｅ）す ＾ほ

（ｔｈａｔ） （ｔｈｏｓｅ）ｔ ＾す

（ｔｈｅｙ） （ｔｈｅｉｒ） （ｔｈｅｍ）ほｙ ｜ほ ほｍ

（ｔｈｅｉｒｓ）｜ほｓ
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( ) 点字略字の解説Ⅲ １マスと２マスの短縮部7
① １マスの短縮部（ )One-cell Part-word Contractions

(ｱ) １マスの短縮部の中で，他に優先して用いられるもの

― ａｎｄ ― ｆｏｒ ― ｏｆ ― ｔｈｅ＆ ■ ［ ∫

― ｗｉｔｈ］

(ｲ) 原則として，音節をまたがない限り，単語のどの部分にも用いるもの

― ｃｈ ― ｇｈ ― ｓｈ ― ｔｈ＊ ｛ ∩ す

― ｗｈ ― ｅｄ ― ｅｒ ― ｏｕさ け せ ∥

― ｏｗ ― ｓｔ ― ａｒ □ □ ― ｅｎ＠ ／ ｝ ？

□ □ ― ｉｎ－

(ｳ) 単語のはじめの部分には用いないもの

― ｂｌｅ ― ｉｎｇ♯ ゆ

② ２マスの短縮部（ )Two-cell Final-letter Contractions
(ｱ) ４・６の点と組み合わせるもの

― ｏｕｎｄ ― ａｎｃｅ ― ｓｉｏｎぴｄ ぴ５ ぴｎ

― ｌｅｓｓ ― ｏｕｎｔぴｓ ぴｔ

(ｲ) ５・６の点と組み合わせるもの

― ｅｎｃｅ ― ｏｎｇ ― ｆｕｌ↓５ ↓ｇ ↓ｌ

― ｔｉｏｎ ― ｎｅｓｓ ― ｍｅｎｔ↓ｎ ↓ｓ ↓ｔ

― ｉｔｙ↓ｙ

(ｳ) ６の点と組み合わせるもの

― ａｔｉｏｎ ― ａｌｌｙぱｎ ぱｙ

③ 使い方

これら３４の短縮部は，単語の中のそれに対応する綴り字を，１マスか２マスの

記号に縮めて表すために用いられる。これらは，原則として同一の音節内で用いら

れ，接頭辞と語根の間，語根と接尾辞の間及び複合語の各要素の間をまたいでは用

いられない。さらに，これらの使用が，発音や意味の理解を妨げる場合には用いな
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い。また，同じ場所で２つ以上の短縮部の使用が可能な場合には，マス数を節約で

きる方が選ばれる。マス数が同じであれば１マスの短縮部が優先される。中でも，

ａｎｄ，ｆｏｒ，ｏｆ，ｔｈｅ，ｗｉｔｈの短縮部は，他に優先して用いる。

これらの１マスと２マスの短縮部は，一部の例外を除いて，原則として句読符や点

字独特の記号と続けて用いる。これらの使い方の細目は次のとおりである。

(ｱ) １マスの短縮部の場合

， ， ， ， ， ，ａｎｄ ｆｏｒ ｏｆ ｔｈｅ ｗｉｔｈの短縮部は 単語のはじめの部分

単語の中の部分及び単語の後ろの部分のどの部分にも用いることができる。ま

た，２つ以上の短縮部が用いられる可能性があるときは，節約できるマス数が

同じ場合，これらが優先して用いられる。これらの５つの点字略字の短縮語と

しての用法は，既に点字略字の解説Ⅰで説明されている。これらは，１マスの

短縮語として用いられる場合も，１マスの短縮部として用いられる場合も，こ

れらに対応する綴り字は，全く同じであるが，用法は異なるので，混同しない

ように注意する必要がある。

（使い方の例）

― Ａｎｄｒｅｗ ― ｃａｎｄｙぱ＆ｒｅｗ ３＆ｙ

― ｈａｎｄ ― ｆｏｒｍ（型）ｈ＆ ■ｍ

― ｅｆｆｏｒｔ（努力） ― ｏｆｆｉｃｅ５ｆ■ｔ ［ｆ９３５

― ｓｏｆｔ ― ｒｏｏｆ（屋根）ｓ［ｔ ｒＯ［

― ｔｈｅｎ∫ｎ

― ｏｔｈｅｒ ― ｗｉｔｈｏｕｔ（…なしに）Ｏ∫ｒ ］∥ｔ

（使ってはならない例）

ｐｒｏｆｅｓｓｏｒ（ｐｒｏ‐ｆｅｓ‐ｓｏｒ （教授）を と） ｐｒ［５ｓｓＯＲ

書いてはならない （※音節注意）。

（ｓｏｕｔｈｅａｓｔ）は複合語であるから，そのつなぎ目をまたｓ∥す５１や

いで とは書けない。ｓ∥∫１／

(ｲ) □ □ □ □の８つは，これらで表される短縮＊ ∩ さ す ∥ や ？ －

語と短縮部の用法は異なる。また，□ □以外の７つは，短縮される綴り字の－

範囲も，短縮語と短縮部で異なっている。ｃｈ，ｇｈ，ｓｈ，ｔｈ，ｗｈ，

ｅｄ，ｅｒ，ｏｕ，ｏｗ，ｓｔ，ａｒ，ｅｎ，ｉｎの短縮部は単語のはじめの

部分，単語の中の部分及び単語の後ろの部分のどの部分にも用いることができ

る。ただし，ｅｎ，ｉｎの短縮部と短縮部などの下がり記号が２つ以上続く場
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合には，前か後ろに１の点か４の点，又は１・４の点を含む記号がない限り，

ｅｎ，ｉｎを表す短縮部を用いない。

（使い方の例）

→ ｃｈｕｒｃｈ＊ｕｒ＊

→ ｃｈｉｌｄｌｉｋｅ（子供らしい）＊ｉｌｄｌｉｋｅ

→ ｇｈｏｓｔ（幽霊） → ｅｉｇｈｔきｏや ５９きｔ

→ ｓｈｅ → ｗａｓｈ∩５ ｗ１∩

→ ｆｉｓｈｅｒｍａｎ（漁師）ｆ９∩せｍａｎ

→ ｔｈｒｅｅ → ｔｅｅｔｈ（歯の複数形）すｒ５５ ｔ５５す

→ ｗｈａｔ → ｗｈｏさ１ｔ さｏ

→ ｅｄｕｃａｔｅ（教育する）けｕｃａｔｅ

→ ｌｉｋｅｄ → ｃａｔｃｈｅｒｌ９ｋけ ３１ｔ＊せ

→ ｔｏｕｃｈ → ｏｕｒｔ∥＊ ∥ｒ

→ ｏｗｎ（・・・自身の） → ｈｏｗ＠ｎ ｈ＠

→ ｂｅｓｔ → ｓｉｓｔｅｒ２５や ｓ９やせ

→ ｓｔａｒｔ → ａｒｍや｝ｔ ｝ｍ

→ ａｒｅｎ’ｔ → ｗｅｒｅｎ’ｔ｝？’Ｔ ｗせ？’Ｔ

→ ｈａｖｅｎ’ｔ → Ｅｎｇｌｉｓｈｈ１ｖ？’Ｔ ぱ？ｇｌ９∩

→ ｏｆｔｅｎ → ｉｎｋ → ｔｈｉｎｋ［ｔ？ －ｋ す－ｋ

ぱｈせ ｄｒ５ｓｓ ９ｓ ｍ１ｄ５ ［ ｆ－５ ｌ－？。

→ Ｈｅｒ ｄｒｅｓｓ ｉｓ ｍａｄｅ ｏｆ ｆｉｎｅ ｌｉｎｅｎ．

（彼女のドレスは，上等の麻で作られている ）。
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（使ってはならない例）

（ｌｉｇｈｔｈｏｕｓｅ）は，複合語であるから，そのつなｌ９きｔｈ∥ｓ５

ぎ目をまたいで， とは書けない。ｌ９きす∥ｓ５

（ｍｉｓｔａｋｅ）の接頭辞と語根の間をまたいで，ｍ９ｓｔ１ｋ５

とは書けない。ｍ９や１ｋ５

（ｇｒａｓｓｈｏｐｐｅｒ）ｇｒ１ｓｓｈＯＰＰせ

（ｇｒａｓｓ－ｈｏｐｐｅｒ （きりぎりす）は，複合語であるから，そのつな）

ぎ目をまたいで， とは書けない。ｇｒあｓ∩ＯＰＰせ

（ｒａｗｈｉｄｅ （生皮）も，同じく とは書けｒ１ｗｈ９ｄ５ ｒ１さ９ｄ５）

ない。

（ｆｒｅｅｄｏｍ （自由）の語根と接尾辞の間をまたいで，ｆｒ５５ｄＯＭ ）

とは書けない。ｆｒ５けｏｍ

（ｓｔａｔｅｒｏｏｍ （ｓｔａｔｅ‐ｒｏｏｍ （特等室）や１ｔ５ｒｏｏｍ ） ）

は，複合語であるから，そのつなぎ目をまたいで， とは書けなや１ｔせｏｏｍ

い。

（ｐｈｏｅｎｉｘ （不死鳥）は，音節をまたいでｐｈｏｅｎｉｘ ）

とは書けない。ｐｈｏ？ｉｘ

(ｳ) ｂｌｅ，ｉｎｇを表す短縮部は，単語のはじめには用いない。単語の中の部

分，単語の後ろの部分及び２行にまたがる単語の次の行のはじめには用いる。

ただし，接頭辞が加わって単語の中の部分になった場合には，もとの形を変え

ないため用いない。

（使い方の例）

→ ａｂｌｅ → ｓｔａｎｄｉｎｇ１♯ や＆〒

→ ｓｉｎｇｉｎｇ → ｔａｂｌｅｓ〒〒 ｔ１♯

（※そこで行替えする場合）ｍＯＲＮ「

→ ｍｏｒｎｉｎｇ〒

（※そこで行替えする場合）ぱｂ９「

→ Ｂｉｂｌｅ（聖書）♯

（使ってはならない例）

（ｂｌｅｍｉｓｈ （きず）のｂｌｅは，語のはじめだから，ｂｌ５ｍ９∩ ）

とは書けない。♯ｍ９∩
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(ｴ) ２マスの短縮部の場合

２マスの短縮部は，単語のはじめには用いない。単語の中の部分，単語の後ろ

の部分及び２行にまたがる単語の次の行のはじめに用いる。ただし，ハイフンや

アポストロフィーの後及び接頭辞が加わって，単語の中の部分になった場合には

用いない。また，２マスの短縮部は，短縮語として語全体を表すために用いるこ

とは決してない。

（使い方の例）

→ ｒｏｕｎｄ → ｓｏｕｎｄｒ≠ｄ ｓ≠ｄ

→ ｄａｎｃｅｄ≠５

→ ａｓｓｉｓｔａｎｃｅ（手伝い）１ｓｓ９や≠５

→ ｄａｎｃｅｄ → ｄａｎｃｅｒｄ≠５ｄ ｄ≠５ｒ

→ ｔｅｌｅｖｉｓｉｏｎ （テレビ）ｔ５ｌ５ｖ９≠ｎ

→ ｕｓｅｌｅｓｓ（役に立たない）ｕｓ５≠ｓ

→ ｍｏｕｎｔａｉｎｍ≠ｔ１－

→ ｃｏｕｎｔｒｙ３≠ｔｒｙ

→ ｓｃｉｅｎｃｅｓ３９≠５

→ ｌｏｎｇｅｒ → ｓｏｎｇｌ↓ｇせ ｓ↓ｇ

→ ｗｏｎｄｅｒｆｕｌ（すばらしい）ｗｏｎｄせ↓ｌ

→ ｆａｉｔｈｆｕｌｌｙ（忠実に）ｆ１９す↓ｌｌｙ

→ ｓｅｃｔｉｏｎｓ５３↓ｎ

→ ｕｓｅｆｕｌｎｅｓｓ（有用）Ｕｓ５↓ｌ↓ｓ

→ ｍｏｍｅｎｔ（瞬間） → ｃｉｔｙｍＯ↓ｔ ３↓ｙ

→ ｓｔａｔｉｏｎ → ｒｅａｌｌｙやぱｎ ｒ５ぱｙ
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→ ｆｉｎａｌｌｙ（最後に）ｆ－ぱｙ

（※ここで行替えする場合）ｖ９ｔ１ｌ「

→ ｖｉｔａｌｉｔｙ（活力）↓ｙ

（※ここで行替えする場合）ｆＵＮＤＡ

→ ｆｕｎｄａｍｅｎｔａｌ（根本的な）↓ｔ１ｌ

（使ってはならない例）

（ ） ， ，１ｎ３５やＯＲ ａｎｃｅｓｔｏｒ 先祖 のａｎｃｅは 語のはじめだから

とは書けない。≠５やＯＲ

（ｌｅｓｓｏｎ）も とは書けない。ｌ５ｓｓＯＮ ≠ｓＯＮ

（ｆｕｌｆｉｌｌ 果たす）も，同じく とは書けｆＵＬＦＩＬＬ ↓ｌｆ９ｌｌ

ない。

（ｇｒｅｙ’ｏｕｎｄ （グレーハウンド種の）のｏｕｎｄｇｒ５ｙ’∥ｎｄ ）

は，アポストロフィーの後だから， とは書けない。ｇｒ５ｙ’≠ｄ

（ｃｏｍ‐ｐｌｉ‐ｍｅｎｔ （おせじ）のｍｅｎｔ３ＯＭ「ＰｌＩ「ｍ？ｔ ）

は，ハイフンの後であるから， とは書けない。３ＯＭ「ＰｌＩ「↓ｔ

（ｕｎｌｅｓｓｏｎｅｄ （訓練されない）のｌｅｓｓは，Ｕｎｌ５ｓｓＯＮけ ）

接頭辞のｕｎと結合して語の中の部分になったものであるから，

とは書けない。Ｕｎ≠ｓｏｎけ

（ｌｅｓｓ （より少ない）は，独立した単語であるから， とはｌ５ｓｓ ≠ｓ）

書けない。

③ 学習のヒント

(ｱ) □ □の６つは，単語の一部を表す短縮部と，語全＆ ■ み ほ も を

体を表す短縮語の形が同じであるが，用法は異なる。

(ｲ) □ □の７つは，これらが表す単語の最初の２カ ク ス サ シ ヤ ？

文字と，短縮部が表す綴り字とは同じであるが，短縮語と短縮部の用法は，

異なっている。

(ｳ) ｂｌｅとｉｎｇを表す１マスの短縮部は，２マスの短縮部と用法が似てい

る。ｂｌｅや２マスの短縮部が語のはじめに用いられないのは，数符，イタ

リック符，大文字符，又は文字符などと混同されるのを避けるためである。

また，ハイフンの後ろに，これらが用いられないのも，同じ理由によるもの

である。

(ｴ) ２マスの短縮部は，一連の綴り字（多くは接尾辞）の最後の文字に３種類

の点を前置したものである。

(ｵ) 短縮部は，読み方から先に学ぼう。書き方を正確に学ぶためには，語源や

接頭辞，接尾辞，又は音節の区切り方を学ぶ必要があるからである。
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( ) 点字略字の解説Ⅳ 省略語１8
① 省略語（ ）Abbreviations
(ｱ) 最初の２マスを残して後ろを省略する場合

― ａｂｏｕｔ１２

（ ）あ３ ― ａｃｃｏｒｄｉｎｇ ａｃｃｏｒｄｉｎｇ ｔｏ～ …によれば

― ａｆｔｅｒ ― ａｇａｉｎ ― ａｌｓｏ１ｆ １ｇ １ｌ

― ｂｅｃａｕｓｅ ― ｂｅｆｏｒｅゐ３ ゐｆ

（ ） （ ）ゐｈ ゐｌ― ｂｅｈｉｎｄ …の後ろに ― ｂｅｌｏｗ 下の方に

― ｂｅｎｅａｔｈ（…の下に）ゐｎ

― ｂｅｓｉｄｅ（…のそばに）ゐｓ

― ｂｅｔｗｅｅｎ ― ｂｅｙｏｎｄ（…の向こうに）ゐｔ ゐｙ

― ｂｌｉｎｄ（目の見えない） ― ｅｉｔｈｅｒｂｌ ５９

― ｆｒｉｅｎｄｆｒ

(ｲ) 骨組みだけを残して，母音などを省略する場合

― ｃｈｉｌｄｒｅｎ ― ｃｏｕｌｄかｎ ３ｄ

― ｆｉｒｓｔ ― ｇｏｏｄｆや ｇｄ

― ｈｉｍ ― ｉｔｓｈｍ ｘｓ

― ｌｅｔｔｅｒ ― ｌｉｔｔｌｅｌｒ ｌｌ

― ｍｕｃｈ ― ｍｕｓｔｍか ｍや

― ｐａｉｄ（支払った） ― ｑｕｉｃｋｐｄ ｑｋ

― ｓａｉｄ ― ｓｈｏｕｌｄｓｄ クｄ

― ｓｕｃｈ ― ｔｏｄａｙｓか ｔｄ
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― ｔｏｍｏｒｒｏｗ ― ｔｏｎｉｇｈｔｔｍ ｔｎ

― ｗｏｕｌｄ ― ｙｏｕｒｗｄ ｙｒ

― ａｂｏｖｅ（…の上に） ― ａｆｔｅｒｎｏｏｎあｂｖ あｆｎ

― ａｆｔｅｒｗａｒｄ（後で）あｆｗ

― ａｇａｉｎｓｔ（…に向かって）１ｇヤ

― ｂｒａｉｌｌｅ（点字） ― ｇｒｅａｔｂｒｌ ｇｒｔ

― ｔｏｇｅｔｈｅｒｔｇｒ

② 使い方

これら４３語の省略語は，ひと続きに書き，行末でも切らない。また省略語の

前後ろは，１マスあける。ただし，次の場合は，マスあけしない。

(ｱ) コンマ，セミコロン，コロン，ピリオドなどの句読符とは続ける。

(ｲ) 大文字符，イタリック符などの点字独特の記号とは続ける。

(ｳ) これらから派生した語の場合など，発音や意味を不明瞭にしない限り，接頭

辞や接尾辞と続けて用いる。その際，その派生語が行末に書ききれないときに

は，つなぎ目で切り，行末にハイフンを添えるが，省略語そのものは２行に分

けてはならない。

（使い方の例）

ぱｙｒ ｆｒ ｍ／ ｒＵＮ ＡＦ ＨＭ∋

→ Ｙｏｕｒ ｆｒｉｅｎｄ ｍｕｓｔ ｒｕｎ ａｆｔｅｒ ｈｉｍ．

（あなたの友達は，彼を追いかけねばならない ）。

ぱ｜∫ ＊Ｎ Ｗ Ｇ ・∫ ；６ ＬＵＮＣＨ ＴＭ∋

→ Ｔｈｅｉｒ ｃｈｉｌｄｒｅｎ ｗｉｌｌ ｇｏ ｔｈｅｒｅ ｂｅｆｏｒｅ

ｌｕｎｃｈ ｔｏｍｏｒｒｏｗ．

（彼らの子供たちは，明日昼食前にそこへ行くだろう ）。

→ ｂｅｓｉｄｅｓ（その上）ゐｓｓ

→ ｂｌｉｎｄｆｏｌｄ（目かくしをする）ｂｌＦＯＬＤ

→ ｆｒｉｅｎｄｌｙ（親しい）ｆｒｌｙ
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→ ｇｏｏｄ－ｂｙｇｄ＿ｂｙ

→ ｌｅｔｔｅｒｓｌｒｓ

→ ｍｕｓｔｎ’ｔｍ／ｎ’ｔ

→ ｑｕｉｃｋｅｎ（いそがせる）ｑｋ５ｎ

→ ｈｅｒｅａｆｔｅｒ（今後）・ｈ１ｆ

→ ｙｏｕｒｓｙｒｓ

（使ってはならない例）

ｄｒａｆｔｅｒ［ｄｒ ｆｔ （ｄｒａｆｔ‐ｅｒ （製図器）を¢ ßｒ］ ）

と書いてはならない （※音節注意）ｄｒ１ｆ 。

ｓｈｏｕｌｄｅｒ［ ｕｌｄ （肩）を と書いてはならない。∏Û ßｒ］ クｄ５ｒ

（※発音注意）

③ 学習のヒント

(ｱ) 省略語の使い方は，２マスの短縮語と原則的には同じである。

(ｲ) 省略語を読み，その綴りを言ったり，逆に綴りを読みながら省略語を言うな

どして記憶するのもよい。

(ｳ) 省略語は数も多いが，教科書に出てきた順序に記憶しておくのもよい方法で

ある。

(ｴ) 意味と関連させて整理するのもよい。

（参考例）

（ｂｌｉｎｄ） （ｂｒａｉｌｌｅ）ｂｌ ｂｒｌ

（ｃｈｉｌｄ） （ｃｈｉｌｄｒｅｎ）＊ ＊ｎ

（ｃａｎ） （ｃｏｕｌｄ） （ｃｏｕｌｄｎ’ｔ）３ ３ｄ ３ｄｎ’ｔ

（ ） （ ） （ ’ ）ク クｄ クｄｎ ｔｓｈａｌｌ ｓｈｏｕｌｄ ｓｈｏｕｌｄｎ ｔ’

（ ） （ ） （ ’ ）ｗ ｗｄ ｗｄｎ ｔｗｉｌｌ ｗｏｕｌｄ ｗｏｕｌｄｎ ｔ’

（ｌｉｔｔｌｅ） （ｍｕｃｈ） （ｍａｎｙ） （ｍｏｒｅ）ｌｌ ｍ＊ ｜ｍ ｍ

（ａｆｔｅｒ） （ｂｅｆｏｒｅ）１ｆ ゐｆ

（ ） （ ） （ ）ゐｔ ゐｈ ゐｓｂｅｔｗｅｅｎ ｂｅｈｉｎｄ ｂｅｓｉｄｅ
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（ｂｅｌｏｗ） （ｂｅｎｅａｔｈ） （ｕｎｄｅｒ）ゐｌ ゐｎ ・Ｕ

（ｓａｙ） （ｓａｉｄ）ｓ１ｙ ｓｄ

（ｐａｙ） （ｐａｉｄ）ｐ１ｙ ｐｄ

（ ） （ ） （ ）ｔｄ ｔｍ ｔｎｔｏｄａｙ ｔｏｍｏｒｒｏｗ ｔｏｎｉｇｈｔ
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( ) 点字略字の解説Ⅴ 省略語２9
① 省略語（ ）Abbreviations
(ｱ) 最初の３マスを残して，後ろを省略する場合

― ａｃｒｏｓｓ ― ａｌｍｏｓｔあｃｒ あｌｍ

― ａｌｒｅａｄｙ ― ａｌｗａｙｓあｌｒ あｌｗ

― ａｌｔｏｇｅｔｈｅｒ（全く）あｌｔ

― ａｌｔｈｏｕｇｈ（…だけれども）あｌス

― ｉｍｍｅｄｉａｔｅ（直接の）９ｍｍ

― ｎｅｃｅｓｓａｒｙ（必要な）ｎ５３

― ｎｅｉｔｈｅｒ（ｎｅｉｔｈｅｒ Ａ ｎｏｒ Ｂｎ５９

ＡもＢも～ない）

― ｏ’ｃｌｏｃｋＯワ３

― ｐｅｒｈａｐｓ（たぶん）ｐセｈ

(ｲ) …ｓｅｌｆ，…ｓｅｌｖｅｓが付く語の一部を省略する場合

― ｍｙｓｅｌｆ ― ｙｏｕｒｓｅｌｆｍｙｆ ｙｒｆ

― ｈｉｍｓｅｌｆ ― ｈｅｒｓｅｌｆｈｍｆ ｈセｆ

― ｉｔｓｅｌｆ ― ｏｎｅｓｅｌｆｘｆ ・タｆ

― ｔｈｙｓｅｌｆ（汝自身）ホｙｆ

― ｏｕｒｓｅｌｖｅｓシｒｖｓ

― ｙｏｕｒｓｅｌｖｅｓｙｒｖｓ

― ｔｈｅｍｓｅｌｖｅｓホｍｖｓ
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(ｳ) ｅを省いて現在分詞を作る語の一部を省略する場合

― ｃｏｎｃｅｉｖｅ（思いつく）ー３ｖ

― ｃｏｎｃｅｉｖｉｎｇー３ｖｇ

― ｄｅｃｅｉｖｅ（だます） ― ｄｅｃｅｉｖｉｎｇｄ３ｖ ｄ３ｖｇ

― ｄｅｃｌａｒｅ（宣言する） ― ｄｅｃｌａｒｉｎｇｄ３ｌ ｄ３ｌｇ

― ｐｅｒｃｅｉｖｅ（気がつく）ｐせｃｖ

― ｐｅｒｃｅｉｖｉｎｇｐせｃｖｇ

― ｒｅｃｅｉｖｅ（受け取る）ｒｃｖ

― ｒｅｃｅｉｖｉｎｇｒｃｖｇ

― ｒｅｊｏｉｃｅ（喜ばせる）ｒｊ３

― ｒｅｊｏｉｃｉｎｇｒｊ３ｇ

② 使い方

これら３３語の省略語も，ひと続きに書き，行末でも切らない。また省略語の

前後ろは，１マスあける。ただし，次の場合は，マスあけしない。

(ｱ) コンマ，セミコロン，コロン，ピリオドなどの句読符とは続ける。

(ｲ) 大文字符，イタリック符などの点字独特の記号とは続ける。

(ｳ) これらから派生した語の場合など，発音や意味を不明瞭にしない限り，接頭

辞や接尾辞と続けて用いる。その際，その派生語が行末に書ききれないときに

は，つなぎ目で切り，行末にハイフンを添えるが，省略語そのものは２行に分

けてはならない。

（使い方の例）

ぱ９’Ｍ ＡＬＷ ｓｌららｐＹ あｆ ｌはつか∋

→ Ｉ’ｍ ａｌｗａｙｓ ｓｌｅｅｐｙ ａｆｔｅｒ ｌｕｎｃｈ．

（私は，昼食の後は、いつも眠い ）。

ぱｘ’ｓ ｔｗた たわう つこ∋

→ Ｉｔ’ｓ ｔｗｏ ｏ’ｃｌｏｃｋ ｎｏｗ．

（今，２時です ）。
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ぱｄ ｘ ｙちえ∋

→ Ｄｏ ｉｔ ｙｏｕｒｓｅｌｆ．

（自分でやりなさい ）。

ぱ・らｙ２たｄｙ くる ｌたたな あｆ ほぬひの∋

→ Ｅｖｅｒｙｂｏｄｙ ｓｈｏｕｌｄ ｌｏｏｋ ａｆｔｅｒ

ｔｈｅｍｓｅｌｖｅｓ．

（みな自分のことは自分でした方がいい ）。

ぱｄ ｍｙ らｙらの ｄうｖ ｍら（

→ Ｄｏ ｍｙ ｅｙｅｓ ｄｅｃｅｉｖｅ ｍｅ？

（こんな事があり得るだろうか ）。

ぱｙ ｗ ちうひ ｙち うちけおと うよる おつ とそた ちららなの∋

→ Ｙｏｕ ｗｉｌｌ ｒｅｃｅｉｖｅ ｙｏｕｒ ｃｒｅｄｉｔ ｃａｒｄ

ｉｎ ｔｗｏ ｗｅｅｋｓ．

（クレジットカードは２週間で受け取れるでしょう ）。

（使ってはならない例）

［ｐｒｉ：ｋ ｎｓ ：ｖｄ］ 語頭の低下略字 で始まる縮preconceived í conß

語には接頭辞を付けることは出来ない。

③ 学習のヒント

(ｱ) 省略語の使い方は，２マスの短縮語と原則的には同じである。

(ｲ) 省略語を読み，その綴りを言ったり，逆に綴りを読みながら省略語を言うな

どして記憶するのもよい。

(ｳ) 省略語は，中学の教科書ではあまり多く出てこないものが多い。教科書に出

てきた順序に記憶しておくのもよい方法である。

(ｴ) 意味と関連させて整理するのもよい。

（参考例）

（ｂｌｉｎｄ） （ｂｒａｉｌｌｅ）ｂｌ ｂｒｌ

（ｃｈｉｌｄ） （ｃｈｉｌｄｒｅｎ）＊ ＊ｎ

（ｅｉｔｈｅｒ） （ｎｅｉｔｈｅｒ）５９ ｎ５９

（ｃａｎ） （ｃｏｕｌｄ） （ｃｏｕｌｄｎ’ｔ）３ ３ｄ ３ｄｎ’ｔ

（ ） （ ） （ ’ ）ク クｄ クｄｎ ｔｓｈａｌｌ ｓｈｏｕｌｄ ｓｈｏｕｌｄｎ ｔ’
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（ｗｉｌｌ） （ｗｏｕｌｄ） （ｗｏｕｌｄｎ’ｔ）ｗ ｗｄ ｗｄｎ’ｔ

（ ） （ ） （ ） （ ）ｌｌ ｍ＊ ｜ｍ ｍｌｉｔｔｌｅ ｍｕｃｈ ｍａｎｙ ｍｏｒｅ

（ａｆｔｅｒ） （ｂｅｆｏｒｅ）１ｆ ゐｆ

（ｂｅｔｗｅｅｎ） （ｂｅｈｉｎｄ） （ｂｅｓｉｄｅ）ゐｔ ゐｈ ゐｓ

（ｂｅｌｏｗ） （ｂｅｎｅａｔｈ） （ｕｎｄｅｒ）ゐｌ ゐｎ ・Ｕ

（ａｌｒｅａｄｙ） （ａｌｗａｙｓ）１ｌｒ １ｌｗ

（ｓｏｍｅｔｉｍｅｓ）・ｓ・ｔｓ

（ｅｖｅｒ） （ｎｅｖｅｒ）・５ ｎ・５

（ｙｏｕ） （ｙｏｕｒ） （ｙｏｕｒｓ）ｙ ｙｒ ｙｒｓ

（ｙｏｕｒｓｅｌｆ） （ｙｏｕｒｓｅｌｖｅｓ）ｙｒｆ ｙｒｖｓ

（ｉｔ） （ｉｔｓ） （ｉｔｓｅｌｆ）ｘ ｘｓ ｘｆ

（ｔｈｅｙ） （ｔｈｅｉｒ） （ｔｈｅｍ）∫ｙ ｜ほ ほｍ

（ｔｈｅｍｓｅｌｖｅｓ）ほｍｖｓ
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( ) 点字略字の解説Ⅵ10
① 下がり記号の短縮語（ )Whole-word Lower-sign Contractions
(ｱ) 独立して用いるもの

□ □ ― ｂｅ □ □ ― ｅｎｏｕｇｈ □ □ ― ｗｅｒｅ； ？ ＝

□ □ ― ｈｉｓ □ □ ― ｉｎ □ □ ― ｗａｓ（ － ）

(ｲ) 次の語に続けて用いるもの

□□ ― ｔｏ □□ ― ｉｎｔｏ □□ ― ｂｙ！ －！ ）

② 使い方

下がり記号というのは，１の点も４の点も含まない記号を指す。これら９つの

短縮語は，形が句読符と同じで，マスあけの仕方だけでそれらと区別しているか

ら，混同を避けるため用法が厳しく制限されている。

(ｱ) ｂｅ，ｅｎｏｕｇｈ，ｗｅｒｅ，ｈｉｓ，ｉｎ，ｗａｓの６語の短縮語は，

大文字符とイタリック符の以外は前後ろを１マスあけ，他の文字・略字・句読

。 。符などと続けてはならない ハイフンの前後ろにもこれらを用いてはならない

（使い方の例）

大・さ ＝ ｙ す ｍｏｒｎｉｎｇ（

→ Ｗｈｅｒｅ ｗｅｒｅ ｙｏｕ ｔｈｉｓ ｍｏｒｎｉｎｇ？

（あなたは，今朝どこにいましたか ）。

大９ ） － ∫ ＲＯＯＭ。

→ Ｉ ｗａｓ ｉｎ ｔｈｅ ｒｏｏｍ．

（私は，その部屋にいました ）。

（大∫ ｆＯＯＤ － （ ｋｎあｐｓあｃｋ ｗ ； ？ ■ （

ｓｈＯＲＴ ３１ｍｐ９ｎｇ ｔｒ９ｐっ） ｈ５ ｓｄ。

→ “Ｔｈｅ ｆｏｏｄ ｉｎ ｈｉｓ ｋｎａｐｓａｃｋ ｗｉｌｌ ｂｅ

ｅｎｏｕｇｈ ｆｏｒ ｈｉｓ ｓｈｏｒｔ ｃａｍｐｉｎｇ ｔｒｉｐ ”，

ｈｅ ｓａｉｄ．

（ ナップサックの中の食料は，短いキャンプ旅行には十分だろう 」と彼は「 。

言った ）。
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（使ってはならない例）

（大ｈ９ｓ ｈ９ｓｔｏｒｙ ｂｏｏｋ ｗ１ｓ＿「ＯＲ ｒ

９ｓ＿＿９ｎ ほ ｓ１ｍ５ ｐｌ１３５ ｍｙ ２ｏｏｋｓ ｗ５ｒ５っ）

ｈ５ ｓｄ。

（ Ｈｉｓ ｈｉｓｔｏｒｙ ｂｏｏｋ ｗａｓ―ｏｒ ｒａｔｈｅｒ ｉｓ“

―ｉｎ ｔｈｅ ｓａｍｅ ｐｌａｃｅ ｍｙ ｂｏｏｋｓ ｗｅｒｅ ”，

ｈｅ ｓａｉｄ．

（ 彼の歴史の本は，私の本があったのと同じ場所にあったと言うよりも，む「

しろある 」と彼は言った ）を，。 。

（大（ ｈ９ｓｔｏｒｙ ｂｏｏｋ ）＿「ＯＲ ｒ ９ｓ＿「－ ほ

ｓ１ｍ５ ｐｌ１３５ ｍｙ ２ｏｏｋｓ ＝っ） ｈ５ ｓｄ。

とは書けない。

（ｍｏｔｈｅｒ‐ｉｎ‐ｌａｗ 義理の母）を・ｍ「９ｎ「ｌ１ｗ

とは書けない。・ｍ「－「ｌ１ｗ

(ｲ) ｔｏ，ｉｎｔｏ，ｂｙの３語の短縮語は，後ろに来る単語・略字・文字・

大文字符・イタリック符などと続けて用いる。これらの前は，大文字符とイタ

リック符以外は続けてはならない。

（使い方の例）

（大！ｂ５ ＯＲ Ｎ ！ｂ５ー ｔ ９ｓ ∫ ・ｑー わわわ）

→ “Ｔｏ ｂｅ ｏｒ ｎｏｔ ｔｏ ｂｅ： ｔｈａｔ ｉｓ ｔｈｅ

ｑｕｅｓｔｉｏｎ： ”...
（ 生きるべきか死ぬべきか，それが問題だ，… ）「 」

大（ ・ｆ ） ｒＵＮＮＩＮＧ －！∫ ｒＯＯＭ。

→ Ｈｉｓ ｆａｔｈｅｒ ｗａｓ ｒｕｎｎｉｎｇ ｉｎｔｏ ｔｈｅ

ｒｏｏｍ．

（彼の父親は部屋に走り込んでいった ）。

→ ｔｏ ｗｈｉｃｈ → ｔｏ ｋｎｏｗ！さ ！・ｋ

→ ｉｎｔｏ ｈｉｓ → ｉｎｔｏ ｔｗｏ－！ｈ９ｓ －！ｔｗＯ

→ ｂｙ ｈｉｍ → ｂｙ Ｔｏｍ）ｈｍ ）大ｔＯＭ

③ 学習のヒント

(ｱ) ｂｅ，ｅｎｏｕｇｈ，ｗｅｒｅ，ｈｉｓ，ｉｎ，ｗａｓの６語の短縮語は，

他の短縮語や省略語と同じく，単語全体を短縮したものであるから，他の単語

（ ） 。短縮語や省略語で表したものを含む と続けることができないのは当然である
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また，これを，ｗｅｒｅｎ’ｔ，ｗａｓｎ’ｔのような派生語などの付け加え

られた部分と続けることもできない。その上，下がり記号であるから，句読符

やハイフンなどの他の下がり記号と続けることも許されない。大文字符とイタ

リック符だけは，誤読のおそれがないから続けることができるのである。

(ｲ) ｔｏ，ｉｎｔｏ，ｂｙの３語の短縮語は，後ろに他の単語などを続けてはじ

めて成立するので，切ったらこれらの記号を用いられないのである。いずれに

しても，句読符などは続けられないし，これらの前は，他の下がり記号の短縮

語と同じく，大文字符とイタリック符にだけ続けられるに過ぎない。なお，

や などの場合は，もしｂｅやｈｉｓの短縮語も用いると，す！ｂ５ －！ｈ９ｓ

べてが下がり記号となるので，ｂｅやｈｉｓの短縮語は用いない。
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( ) 点字略字の解説Ⅶ11
① 下がり記号の短縮部（ )Part-word Lower-sign Contractions
(ｱ) 単語の始めの部分にだけ用いるもの

□□ ― ｂｅ □□ ― ｃｏｎ □□ ― ｄｉｓ； ： ．

□□ ― ｃｏｍ「

(ｲ) 単語の中の部分にだけ用いるもの

□□ □□ ― ｅａ □□ □□ ― ｂｂ □□ □□ ― ｃｃ， ； ：

□□ □□ ― ｄｄ □□ □□ ― ｆｆ □□ □□ ― ｇｇ。 ！ ＝

② 使い方

句読符と同じように，１の点も４の点も含んでいない下がり記号の短縮語は，

互いに続けられないことを既に学んでいる。ｅｎとｉｎの綴り字を表す２つの短

縮部だけは，下がり記号であっても，制限つきではあるが，他の１マスの短縮部

と共に単語の終わりの部分にも用いることができた。しかしながら，ここで扱う

１０個の下がり記号の短縮部は，単語のはじめか中のどちらか１つの部分にしか

使えず，その用法も厳しく制限されている。

(ｱ) ｂｅ，ｃｏｎ，ｄｉｓを表す短縮部は，単語のはじめか２行にまたがる単語

の次の行のはじめの音節に用いる。さらに，複合語のハイフンの後ろ及びダッ

シュやアポストロフィーの後ろに続けて用いる。また，大文字符やイタリック

符の後ろに続けて用いる。

なお，これらは，単語のはじめの部分にだけ用いるものであるから，ハイフ

ンの後ろや次の行のはじめにこれらの綴りだけがきてその単語が終わる場合に

は用いない。

（使い方の例）

→ ｂｅｌｉｅｖｅ；ｌ９えｖ５

→ ｄｉｓｃｏｖｅｒ （発見する）．ｃｏｖせ

→ ｃｏｎｃｅｒｔ（コンサート，演奏会）：３せｔ

→ ｓｅｌｆ‐ｃｏｎｔｒｏｌ（自制）ｓ５ｌｆ「：ｔｒＯＬ

（使ってはならない例）

（ｂｅｓｔ）のｂｅは，独立した１音節ではないので とは書けな２５や ；や，

い。

（ｄｉｓｈ）も，同じく とは書けない。ｄ９く ．ｈ

（ｕｎｂｅｌｉｅｖａｂｌｅ （信じられない）のｂｅｕｎ２５ｌ９５ｖ１♯ ）
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は，接頭辞のｕｎと結合して，語の中の部分となったので，

とは書けない。ｕｎ；ｌ９５ｖ１♯

(ｲ) ｃｏｍを表す短縮部は，語のはじめか，２行にまたがる単語の次の行のはじ

。 ， 。 ，めに用いる この場合 ｃｏｍだけで１音節を構成していなくてもよい また

大文字符やイタリック符と続けて用いる。この記号は，同じ点から構成されて

いるので，ハイフン，ダッシュ，アポストロフィーと続けては用いられない。

（使い方の例）

→ ｃｏｍｅ → ｃｏｍｐｕｔｅｒ「５ 「ｐＵＴＥＲ

→ ｃｏｍｍｅｎｔ（簡単な注釈や批評）「↓ｔ

(ｳ) ｂｂ，ｃｃ，ｄｄ，ｆｆ，ｇｇを表す５個の短縮部は，単語の中だけに用

い，単語のはじめの部分や終わりの部分には用いられない。接頭辞や複合語

を構成する要素が前に来たり，接尾辞のうち，ｅｄ，ｅｎ，ｅｒ，ｉｎｇが

後ろに続いたため，これらが単語の中ほどに来た場合は用いてもよい。これ

らは，意味の理解を妨げない限り，接頭辞と語根の間の音節をまたいで使用

。 ， 。してもよい しかし 複合語の要素の間及び語根と接尾辞の間はまたがない

さらに，ハイフンやアポストロフィーとは続けて用いない。

（使い方の例）

→ ａｄｄｅｄ（付け加えた） → ｅｇｇｓ１。け ５＝ｓ

→ ｄｉｆｆｅｒｅｎｔｄ９！せ？ｔ

→ ｈｏｂｂｙ（趣味）ｈｏ；ｙ

→ ｂｉｇｇｅｒ２９＝せ

→ ａｄｄｒｅｓｓ（住所）１。ｒｅｓｓ

→ ａｃｃｉｄｅｎｔ１：９ｄ？ｔ

→ ｄｉｆｆｉｃｕｌｔｄ９！９３ＵＬＴ

（使ってはならない例）

（ａｄｄ）のｄｄは，語の終わりの部分であるから， とは書けな１ｄｄ １。

い。

（ｅｇｇ）も， とは書けない。５ｇｇ ５＝

（ｗｅｄｄｉｎｇ （結婚式）のｄｄは，語根と接尾辞の間の音節ｗけｄゆ ）

をまたいでいるから， とは書けない。ｗ５。ゆ
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（ｅｆｆｏｒｔ）の場合，マス数が増えるので， とは書５ｆメト ５！タチト

けない。

（ｏｆｆｉｃｅ）のｏｆはｆｆに優先されるので， とはミ９３５ タ！９３５

書けない。

（ｅｂｂ‐ｔｉｄｅ 引き潮）のｂｂは，ハイフンと続い５２２「ｔ９ｄ５

ているので とは書けない。５；」ｔ９ｄ５

(ｴ) ｅａを表す短縮部は，単語の中だけに用い，単語のはじめの部分や単語の後

ろの部分には用いない。接尾辞を加えたり，複合語の要素が後ろに来て，単語

の中の部分となれば，これを用いるが，逆に，接頭辞や複合語の要素が前に来

て，単語の中の部分となった場合は，これを用いない。接頭辞と語根，語根と

接尾辞及び複合語の各要素間などの音節を越えてこれを用いない。さらに，ハ

イフンやアポストロフィーとは続けない。

（使い方の例）

→ ｍｅａｎ → ｂｅａｕｔｉｆｕｌｍッｎ ２ッｕｔｉ↓ｌ

→ ｔｅａｃｕｐｔッ３ｕｐ

→ ｓｅａｓｈｏｒｅ（海 岸）ｓッくｏｒｅ

（使ってはならない例）

（ｅａｔ）のｅａは，語のはじめの部分であるから， とは書けな５１ｔ ッｔ

い。

（ ） ， ， 。ｔ５１ ｔッｔｅａ のｅａは 語の後ろの部分であるから とは書けない

（ｓｏｕｔｈｅａｓｔ）のｅａは，複合語の要素が前に来て，ｓしすｅａや

単語の中の部分となったのであるから， とは書けない。ｓしすッや

（ｕｎｅａｓｙ （不安な）のｅａは，接頭辞が前にきて，単ｕｎ５１ｓｙ ）

語の中の部分となったものであるから， とは書けない。ｕｎッｓｙ

（ｃｈａｎｇｅａｂｌｅ （変更可能の）のｅａは，語根と＊１ｎｇ５１♯

接尾辞の間の音節をまたいでいるので， とは書けない。＊１ｎｇッ♯

（ｐｉｎｅａｐｐｌｅ （パイナップル）のｅａは，複合ｐをｅａｐｐｌｅ ）

， （ 。語の各要素の間の音節をまたいでいるので とは書けないｐをッｐｐｌｅ

（ｙｅａｒ）のａｒは，ｅａより優先されるので， とは書けなｙ５√ ｙッｒ

い。

（ｔｈｅａｔｅｒ）のｔｈｅも，ｅａより優先されるので，∫１ｔせ

とは書けない。すッｔせ

（ｓｅａ‐ｓｎａｋｅ （海ヘビ）のｅａは，ハイフンｓ５１「ｓｎ１ｋ５ ）

とつながっているので， とは書けない。ｓッ「ｓｎ１ｋ５

（ｓｏｕ’ｅａｓｔ （ｓｏｕｔｈｅａｓｔの短縮形）のｅａｓし’５１／ ）

は，アポストロフィーとつながっているので， とは書けない。ｓし’ッ／
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③ 学習のヒント

下がり記号の短縮語と短縮部を，句読符と共に前後ろのマスあけの関係で関連付

けて整理するとよい。

２の点は，前に続けるとコンマになり，前後ろに続けるとｅａの短縮部となる。

しかし，後ろにだけ続けたり，前後ろをあけたりする場合はない。

２・３の点は，前に続ければセミコロン，前後ろに続けるとｂｂの短縮部，後ろ

に続けるとｂｅの短縮部，前後ろをあけるとｂｅの短縮語となる。

２・５の点は，前に続けるとコロン，前後ろ続きがｃｃの短縮部，後ろ続きは

ｃｏｎの短縮部となるが，前後ろあけはない。

また，２・５・６の点も，前続きは終止符，前後ろ続きはｄｄ，後ろ続きは

ｄｉｓの短縮部で，前後ろあけはない。

２・６の点は，前，前後ろ又は後ろに続ければ，ｅｎの短縮部となり，前後ろあ

けはｅｎｏｕｇｈの短縮語となる。

２・３・５の点は，前に続ければ感嘆符，前後ろ続きがｆｆの短縮部，後ろ続き

はｔｏの短縮語であるが，前後ろあけはない。

２・３・５・６の点は，前に続ければ閉じ括弧，前後ろ続きはｇｇの短縮部，後

ろ続きは開き括弧となり，前後ろあけはｗｅｒｅの短縮語となる。

２・３・６の点は，前に続けば疑問符，後ろに続けばコーテーションマークの開

き，前後ろあけはｈｉｓの短縮語となるが，前後ろに続けるのはインナーコーテー

ションマークの開き程度である。

３・５の点は，ｉｎを表すが，前後ろあけは短縮語，その他は短縮部である。

３・５・６の点は，前に続けばコーテーションマークの閉じ記号で，後ろに続けれ

ばｂｙの短縮語，前後ろあけはｗａｓの短縮語となるが，前後ろに続けるのはイン

ナーコーテーションマークの閉じ程度である。

最後に，３・６の点は，前に続けば行末のハイフン，前後ろに続ければ普通のハ

イフン。後ろに続けるのはｃｏｍの短縮部となるが，前後ろあけはない。

④ 点字略字を学び終えて

これで，米英で普通に用いられている標準的な英語の点字を学ぶことができた。

まず，点字略字を用いない英語の点字を学んだ後，２年以降，点字略字を含む英語

の点字を７つの段階に分けて学んだ。最初の３つの段階は，単語全体を１マスや２

マスの点字に短縮して表す短縮部であった。後の４つの段階は，母音などを省略し

て２～５マスの文字などで単語全体を表す省略語と下がり記号の短縮語と短縮部だ

った。

なお，これらの７つの段階に点字略字を整理して，次の章に段階別一覧表を掲げ

た。これで，米英の書籍や雑誌及び盲学校高等部の点字の教科書を自由に読むこと

ができ，英文を速く正確に書くための基礎的能力を習得したことになる。更に，一

層正確に書くためには本書の後半に掲載された規則に完全に習熟することが必要で

ある。


